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● 総会・研修報告
● おやこんぼ（後編）
● 認定こども園訪問
● 教育研究大会
● 特集『親子で楽しむふれあい体操のススメ』（その2）/前橋 明
● 絵本を見る目/鈴木出版
● 街ぶらり/静岡市・日本平周辺のレポート
● 健康随想（第4回）歯並びの話/齋藤滋子

只今全国展開中

静
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（表紙写真／横内幼稚園）

　今年度最後の静私幼だよりになりましたので、編集を担当してい
る広報委員のメンバーを紹介します。委員長の座光寺先生は強面
なのに、取材に行くと一番興奮し、なんにでも無邪気に反応して面
白がっている。後藤先生は柔らかい大人の雰囲気で広報の知恵袋。
相原先生は母のようにみんなのことを見守る。佐藤先生は細やか
なチェックを入れる。石川先生はみんなとは違った目線のアイデア
を出す。イケメン足立先生はスマートな発言とIT担当。梶山先生は
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このＱＲコードを携帯電話の
「ＱＲコードリーダー」で読み込
めば、協会HPの携帯サイトに
そのままアクセスできます。

【編集後記】 スニーカーでアクティブに取材する。山田先生は宴会部長で盛り上
げ上手。小関先生はまじめにコツコツ粘り強い。そして、異端の飛び
道具である私。と個性派ぞろいです。このスタッフで「皆さんが少し
でも心を動かす内容のものを」と毎回考えて編集しています。皆様
も良いアイデアがありましたら、広報委員までお知らせください。最
後まで読んでいただきありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　 追分幼稚園　田村都弥

スーパーカーはかっこ
いいね‼

トンネルの中から「こんにちわ」
はやくつれないかなあ

そこ！そこ！そのひもをつまんでごらん

よ～し！
ラストスパートだ

～‼ 
う～ん！
つきたておもちはおいしい‼ 

おには～そと‼おなかのなかからでてきたぞ！ 

アルプス1万尺♪あれっ？一緒になっちゃった！

みて～‼じぶんたちだけでつくったよ！

ゆきだ！ゆきだ！おちばのゆきだー♪ゆきだ！ゆきだ！おちばばのゆきだ ♪



総
会
・
研
修
会

　　
第
60
回
定
時
総
会
が
平
成
25

年
2
月
22
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
約
130
名
の

会
員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
相
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、「
静
岡
県
私
学
振
興
議
員
連

盟
」
会
長
で
も
あ
る
来
賓
の
鈴

木
洋
祐
県
議
会
議
員
か
ら
、
来

年
度
県
予
算
の
増
額
な
ど
、
力

強
い
私
立
幼
稚
園
へ
の
ご
支
援

の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
総
会
は
上
程
さ
れ
た
平
成

24
年
度
収
支
補
正
予
算
案
、
一
般
社

団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協

会
の
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
、「
貸

付
金
管
理
及
び
回
収
規
程
」
と
「
協

会
預
け
金
返
還
規
程
」
が
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
（
一
社
）
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
振
興
協
会
事
業
計
画
書

　　
平
成
22
年
秋
に
「
す
べ
て
の
幼
稚
園
、
保
育
所
を

廃
止
し
て
総
合
こ
ど
も
園
を
創
設
す
る
」
と
し
た
政

府
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
「
総

合
こ
ど
も
園
法
」
は
昨
年
の
夏
に
廃
案
と
な
り
ま
し

た
。
一
貫
し
て
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
の
提
言

を
行
い
、
社
会
に
向
け
て
意
見
発
信
を
続
け
て
き
た

我
々
私
立
幼
稚
園
関
係
者
の
思
い
が
や
っ
と
実
っ
た

形
と
な
り
、
幼
稚
園
も
従
来
の
制
度
の
も
と
で
存
続

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
幼
児
教
育

に
と
っ
て
も
ま
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
感

じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
課
題
は
依
然
と
し

て
山
積
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
加
速

に
保
育
所
志
向
の
増
加
が
加
わ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
私
立
幼
稚
園
が
慢
性
的
な
入

園
希
望
者
の
減
少
に
悩
む
現
在
、
従
来

の
シ
ス
テ
ム
に
新
し
い
制
度
の
も
と
で

の
認
定
こ
ど
も
園
が
加
わ
る
新
体
系

が
、
果
た
し
て
私
立
幼
稚
園
に
と
っ
て

理
想
の
環
境
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
の

的
確
な
判
断
が
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
者
に

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
国

が
平
成
27
年
度
か
ら
の
施
行
を
予
定
し

て
い
る
新
し
い
枠
組
み
づ
く
り
に
不
安

な
く
参
加
す
る
た
め
に
、
今
後
行
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
乳
幼
児
保
育
・
教
育
の
在

り
方
、
方
向
性
を
検
討
す
る
「
国
民
的

な
会
議
」や「
財
源
の
確
保
」、「
国
や
県
、

市
町
村
の
権
限
、
役
割
の
決
定
」
な
ど

に
つ
い
て
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
的
確
な
情

報
の
取
得
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
振
興
協
会
も
い
よ
い
よ
平
成
25
年
度
か

ら
一
般
社
団
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う
立

場
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
法
人
移
行
を
機
会

に
改
め
て
責
任
感
と
使
命
感
を
自
覚
し
、
幼
児
教
育

を
も
っ
て
社
会
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
団
体
を
め
ざ

し
、
各
活
動
の
立
案
や
積
極
実
施
を
推
進
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
つ
つ
、基
本
理
念
で
あ
る
「
子
ど
も
の
幸
せ
」

「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
権
利
」
を
し
っ
か
り
と
守

り
、
そ
の
意
志
を
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
発
信
し
続
け

る
団
体
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
継
続
と
変
化
の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
平
成
25
年
度
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
な
が
ら
も
決
し
て
そ
れ
ら
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
咀
嚼
し
、
各

委
員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
活
発
な
意
見
交
換

や
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
会
員
園
の
幼

稚
園
力
向
上
」
に
寄
与
す
べ
く
、
以
下
の
基
本
方
針

お
よ
び
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
振
興
協
会
事
業
の
基
本
方
針

　　
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
も
公
益
的
事
業
と
共

益
的
事
業
の
両
立
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
公
益
的
事
業
で
は
、
そ
の
中
で
も
一
番
重
要

な
位
置
を
占
め
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
『
教
員
養
成

研
修
・
研
究
事
業
』
で
す
。
私
立
幼
稚
園
の
屋
台
骨

で
あ
る
「
教
育
」
と
「
人
」
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
こ
と
は
教
育
運
営
の
み
な
ら
ず
、
経
営
的
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
人
材
育
成
、
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
に
配
慮
し
、
有
益
な
研
修
・
研
究
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
環
境
構

築
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
地
域
と
り
わ
け
市
町
と
の
関
わ
り

が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
各

地
域
に
お
い
て
私
立
幼
稚
園
の
地
位
を
確
実
か
つ
存

在
感
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
『
地
域
子
育
て
支
援

事
業
』
に
寄
せ
る
期
待
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
す
。
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
が
推
進
す
る
『
こ

ど
も
の
豊
か
な
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
〜
こ
ど
も
が

ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
』
は
全
国
的
に
も
よ
う

や
く
注
目
度
が
上
が
り
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
本
県
に
お
い
て
事
業
展
開
を
試
み
て
い
る
『
お

や
こ
ん
ぼ
』
に
つ
い
て
は
、
24
年
度
県
内
一
斉
推
進

を
目
指
し
て
い
た
も
の
の
十
分
に
そ
の
思
い
が
浸
透

し
な
か
っ
た
反
省
を
踏
ま
え
て
、
25
年
度
は
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
て
そ
の
動
き
を
加
速
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
共
益
的
事
業
で
は
健
全
経
営
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
修
や
危
機
管
理
へ
の
備
え
と
と
も
に
、
質
の

高
い
人
材
の
確
保
に
向
け
た
活
動
を
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
当
た
っ
て
益
々
高
ま
る
で
あ
ろ
う
市
町

と
の
連
係
を
強
固
な
も
の
と
す
る
活
動
や
会
員
、
社

会
に
向
け
て
の
的
確
か
つ
有
用
な
情
報
の
提
供
な
ど
、

引
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
未
だ
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
以

下
の
よ
う
に
25
年
度
事
業
の
要
点
を
掲
げ
、
各
委
員

会
活
動
を
中
心
に
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

[

各
事
業
の
要
点]

１
　
教
員
養
成
研
修
・
研
究
事
業

①
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
各
研
修
の
整

理
・
精
選
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
研
修
履

歴
の
蓄
積
を
確
実
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

②
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
を
外
部
に
発
信
す
る
。
　 

③
免
許
更
新
制
に
つ
い
て
体
制
整
備
を
継
続
し
て
行

う
と
と
も
に
、
大
学
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
　
　

④
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た
小
学
校
や
保

育
所
と
の
連
携
を
強
化
す
る
研
修
・
研
究
を
進
め
る
。

⑤
一
部
の
研
修
、
講
座
に
つ
い
て
、
一
般
へ
の
開
放

を
進
め
る
。（
研
修
委
員
会
）

⑥
幼
稚
園
か
ら
の
情
報
発
信
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。（
Ｉ
Ｔ
小
委
員
会
）

２
　
地
域
子
育
て
支
援
事
業

①
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
権
利
を
地
域
社
会
に
根

付
か
せ
る
た
め
、
子
育
て
フ
ェ
ア
、
子
育
て
支
援
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
子
育
て
支
援
事
業
を
継
続
実
施
す

る
。
　
　

②『
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
こ
ど
も

が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
』
を
展
開
す
る
た
め

に
、「
お
や
こ
ん
ぼ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
事
業
の
一
層
の
理
解
、
普
及
に
努
め
る
。（
地
域

向
上
委
員
会
）

③
地
域
子
育
て
環
境
の
良
質
化
に
寄
与
す
る
活
動
の

推
進
を
図
る
。（
企
画
委
員
会
）

３
　
健
全
経
営
推
進
事
業

①
園
の
健
全
経
営
へ
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
、
経

営
情
報
の
提
供
等
の
事
業
を
実
施
す
る
。

②
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
理
事
長
・
設
置
者

へ
の
経
営
・
教
育
研
修
を
実
施
す
る
。
　（
経
営
委
員

会
）

③
各
園
で
質
の
高
い
教
員
を
確
保
す
る
た
め
、
教
員

養
成
校
と
の
情
報
交
換
会
、
同
校
で
の
説
明
会
へ
の

参
加
、
子
育
て
フ
ェ
ア
等
で
の
各
園
の
説
明
会
（
ガ

イ
ダ
ン
ス
）
の
実
施
を
推
進
す
る
。（
広
報
委
員
会
）

④
園
内
の
危
機
管
理
の
啓
発
と
地
域
防
災
防
犯
組
織

と
の
連
携
を
充
実
し
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
に
向
け
て
の
準
備
を
更
に

推
進
す
る
。（
地
震
及
び
安
全
管
理
小
委
員
会
）

⑤
良
質
な
教
育
環
境
の
確
保
と
安
定
経
営
支
援
の
た

め
、
会
員
に
対
し
て
の
利
子
補
給
制
度
を
行
う
。（
事

務
局
）

４
　
企
画
調
整
事
業

①
県
、
市
町
等
の
動
向
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
27

年
度
に
移
行
開
始
予
定
の
新
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、

調
査
、
研
究
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
幼
稚
園
や
振
興
協
会
の
在
り
方
に
関
す
る
協
議
や

提
案
を
行
う
活
動
を
推
進
す
る
。（
企
画
委
員
会
）

③
主
に
静
私
幼
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
幼
児
教
育
の
意

義
を
広
く
保
護
者
や
地
域
の
人
々
に
広
報
す
る
。（
広

報
委
員
会
）

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
踏
ま
え
、
各

園
、
地
区
、
協
会
か
ら
の
情
報
発

信
の
活
発
化
を
目
指
す
。（
Ｈ
Ｐ

小
委
員
会
）　
　
　

⑤
地
区
内
及
び
地
区
間
の
連
携
を
図

り
、
組
織
力
の
強
化
に
よ
り
県
内

私
立
幼
稚
園
の
振
興
を
図
る
（
地

域
向
上
委
員
会
）

⑥
新
法
人
移
行
後
の
調
整
等
を
行

い
、
円
滑
な
移
行
を
支
援
す
る
。

（
公
益
法
人
制
度
改
革
特
別
委
員

会
）

⑦
本
部
組
織
の
試
案
に
基
づ
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
災

害
発
生
時
に
向
け
て
の
備
え
を
強

化
す
る
。（
災
害
対
策
本
部
）

⑧
教
員
の
資
質
向
上
に
向
け
、
国
内
外
の
先
進
的
な

幼
児
教
育
事
例
を
持
つ
施
設
等
に
お
け
る
研
修
の
企

画
・
調
査
を
行
う
。(

企
画
委
員
会
・
事
務
局)

●
理
事
長
・
設
置
者
、
園
長
等
研
修
会

　
定
時
総
会
に
引
き
続
き
、
午
後
は
「
理
事
長
・
設

置
者
、
園
長
等
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
静
岡
県
私
学
振
興
課
幼
稚
園
班
の
佐
野
正

幸
班
長
が
「
静
岡
県
の
私

学
振
興
と
新
年
度
予
算
」

と
い
う
演
題
で
講
義
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
佐
野
班
長
は
、
先
ず
私

立
幼
稚
園
の
園
児
数
の
減

少
（
10
年
間
で
約
13.9
％
減
）

と
保
育
所
児
童
（
3
歳
〜

5
歳
児
）
の
増
加
（
同
約

9
％
増
）
と
い
う
中
で
201

園
（
約
84
％
）
が
定
員
割

れ
し
て
い
る
と
い
う
私
立
幼

稚
園
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環

境
の
説
明
か
ら
入
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
立
幼
稚
園
の
教

育
条
件
の
維
持
及
び
向
上
等
、

私
学
振
興
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
き
、
経
常

費
補
助
金
は
園
児
一
人
当
た

り
18
万
3,542
円
（
100
円
増
）
を

確
保
し
た
こ
と
、
ま
た
、
退

職
基
金
へ
の
助
成
で
は
前
年

度
よ
り
526
万
円
の
プ
ラ
ス
で

1
億
4,917 

万
円
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
香
川
敬

(

け
い)

会
長
が
「
子
ど
も
・
子
育
て
3
法
へ
の
対
応

と
今
後
の
動
向
、
〜
家
庭
生
活
／
幼
稚
園
教
育
の
見

直
し
〜
」
と
い
う
演
題
で
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
法
は
欠
陥
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
う
時
期
に
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
な
形
で
育

て
て
い
く
か
と
い
う
基
本
理
念
か
ら
も
疑
問
が
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
政
府
等
と
交
渉
、
修
正
の
余
地
が
あ

り
、
今
後
の
幼
稚
園
の
あ
り
方
を
考
え
て
、
幼
児
教

育
の
無
償
化
な
ど
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
同
法

の
問
題
点
と
課
題
を
提
言
し
て
い
く
と
の
全
日
私
幼

連
の
考
え
、
ご
自
身
の
決
意
と
と
も
に
幼
稚
園
教
育

へ
の
熱
い
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
庭
で
は
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食

事
す
る
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
や
、
日
本
の
家

庭
の
例
を
あ
げ
ら
れ
な
が
ら
、
家
庭
を
引
っ
張
る
の

は
幼
稚
園
で
あ
る
こ
と
、
幼
稚
園
は
心
の
ド
ラ
マ
の

生
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
文
化
の
発
信
基
地
で
あ
る
な
ど

の
気
概
を
持
っ
て
の
園
運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
が
字
を
早
く
覚
え
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で
あ

る
か
な
ど
に
関
し
子
ど
も
は
大
好
き
な
友
だ
ち
と
目

一
杯
遊
ぶ
こ
と

(
原
体
験)

が

必
要
で
あ
る
こ

と
や
、
い
じ
め

に
関
し
幼
児
教

育
に
携
わ
る
者

は
自
負
と
反
省

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
外
国
で
は
幼
児
教
育
は
国
家

戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
頂
き
物

を
し
た
場
合
は
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
お
礼
を
丁
寧

に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
絵
本
の
大
切
さ
、
教

員
研
修
は
私
立
幼
稚
園
の
鑑(

鏡)

で
あ
る
こ
と
、
東

日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
全
日
私
幼
連
か
ら
の
義
援

金
贈
呈
の
際
の
佐
藤
福
島
県
知
事
の
感
謝
の
言
葉
、

子
ど
も
達
の
心
と
体
の
た
め
に
大
人
が
気
を
つ
け
て

あ
げ
た
い
「
睡
眠
時
間
は
十
分
足
り
て
い
ま
す
か
」

な
ど
の
7
つ
の
項
目
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
瀧
村
有
子
作
、
鈴
木
永
子
絵
の
絵
本

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
の
朗
読
が
行
わ
れ
て
、
香
川
会
長

の
講
演
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

●
委
員
会
報
告
等

　　
広
報
委
員
会
か
ら
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
協

賛
企
業
の
広
告
掲
載
な
ど
、
研
修
委
員
会
か
ら
は
25

年
度
の
研
修
計
画
、
経
営
委
員
会
か
ら
は
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
会
の
報
告
な
ど
が
、「
遊
び
の
充
実
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
幼
小
連
携
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、
研
修
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

第
60
回

来
賓

1



総
会
・
研
修
会

　　
第
60
回
定
時
総
会
が
平
成
25

年
2
月
22
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
約
130
名
の

会
員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
相
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、「
静
岡
県
私
学
振
興
議
員
連

盟
」
会
長
で
も
あ
る
来
賓
の
鈴

木
洋
祐
県
議
会
議
員
か
ら
、
来

年
度
県
予
算
の
増
額
な
ど
、
力

強
い
私
立
幼
稚
園
へ
の
ご
支
援

の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
総
会
は
上
程
さ
れ
た
平
成

24
年
度
収
支
補
正
予
算
案
、
一
般
社

団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協

会
の
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
、「
貸

付
金
管
理
及
び
回
収
規
程
」
と
「
協

会
預
け
金
返
還
規
程
」
が
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
（
一
社
）
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
振
興
協
会
事
業
計
画
書

　　
平
成
22
年
秋
に
「
す
べ
て
の
幼
稚
園
、
保
育
所
を

廃
止
し
て
総
合
こ
ど
も
園
を
創
設
す
る
」
と
し
た
政

府
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
「
総

合
こ
ど
も
園
法
」
は
昨
年
の
夏
に
廃
案
と
な
り
ま
し

た
。
一
貫
し
て
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
の
提
言

を
行
い
、
社
会
に
向
け
て
意
見
発
信
を
続
け
て
き
た

我
々
私
立
幼
稚
園
関
係
者
の
思
い
が
や
っ
と
実
っ
た

形
と
な
り
、
幼
稚
園
も
従
来
の
制
度
の
も
と
で
存
続

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
幼
児
教
育

に
と
っ
て
も
ま
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
感

じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
課
題
は
依
然
と
し

て
山
積
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
加
速

に
保
育
所
志
向
の
増
加
が
加
わ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
私
立
幼
稚
園
が
慢
性
的
な
入

園
希
望
者
の
減
少
に
悩
む
現
在
、
従
来

の
シ
ス
テ
ム
に
新
し
い
制
度
の
も
と
で

の
認
定
こ
ど
も
園
が
加
わ
る
新
体
系

が
、
果
た
し
て
私
立
幼
稚
園
に
と
っ
て

理
想
の
環
境
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
の

的
確
な
判
断
が
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
者
に

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
国

が
平
成
27
年
度
か
ら
の
施
行
を
予
定
し

て
い
る
新
し
い
枠
組
み
づ
く
り
に
不
安

な
く
参
加
す
る
た
め
に
、
今
後
行
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
乳
幼
児
保
育
・
教
育
の
在

り
方
、
方
向
性
を
検
討
す
る
「
国
民
的

な
会
議
」や「
財
源
の
確
保
」、「
国
や
県
、

市
町
村
の
権
限
、
役
割
の
決
定
」
な
ど

に
つ
い
て
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
的
確
な
情

報
の
取
得
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
振
興
協
会
も
い
よ
い
よ
平
成
25
年
度
か

ら
一
般
社
団
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う
立

場
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
法
人
移
行
を
機
会

に
改
め
て
責
任
感
と
使
命
感
を
自
覚
し
、
幼
児
教
育

を
も
っ
て
社
会
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
団
体
を
め
ざ

し
、
各
活
動
の
立
案
や
積
極
実
施
を
推
進
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
つ
つ
、基
本
理
念
で
あ
る
「
子
ど
も
の
幸
せ
」

「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
権
利
」
を
し
っ
か
り
と
守

り
、
そ
の
意
志
を
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
発
信
し
続
け

る
団
体
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
継
続
と
変
化
の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
平
成
25
年
度
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
な
が
ら
も
決
し
て
そ
れ
ら
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
咀
嚼
し
、
各

委
員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
活
発
な
意
見
交
換

や
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
会
員
園
の
幼

稚
園
力
向
上
」
に
寄
与
す
べ
く
、
以
下
の
基
本
方
針

お
よ
び
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
振
興
協
会
事
業
の
基
本
方
針

　　
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
も
公
益
的
事
業
と
共

益
的
事
業
の
両
立
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
公
益
的
事
業
で
は
、
そ
の
中
で
も
一
番
重
要

な
位
置
を
占
め
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
『
教
員
養
成

研
修
・
研
究
事
業
』
で
す
。
私
立
幼
稚
園
の
屋
台
骨

で
あ
る
「
教
育
」
と
「
人
」
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
こ
と
は
教
育
運
営
の
み
な
ら
ず
、
経
営
的
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
人
材
育
成
、
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
に
配
慮
し
、
有
益
な
研
修
・
研
究
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
環
境
構

築
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
地
域
と
り
わ
け
市
町
と
の
関
わ
り

が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
各

地
域
に
お
い
て
私
立
幼
稚
園
の
地
位
を
確
実
か
つ
存

在
感
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
『
地
域
子
育
て
支
援

事
業
』
に
寄
せ
る
期
待
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
す
。
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
が
推
進
す
る
『
こ

ど
も
の
豊
か
な
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
〜
こ
ど
も
が

ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
』
は
全
国
的
に
も
よ
う

や
く
注
目
度
が
上
が
り
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
本
県
に
お
い
て
事
業
展
開
を
試
み
て
い
る
『
お

や
こ
ん
ぼ
』
に
つ
い
て
は
、
24
年
度
県
内
一
斉
推
進

を
目
指
し
て
い
た
も
の
の
十
分
に
そ
の
思
い
が
浸
透

し
な
か
っ
た
反
省
を
踏
ま
え
て
、
25
年
度
は
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
て
そ
の
動
き
を
加
速
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
共
益
的
事
業
で
は
健
全
経
営
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
修
や
危
機
管
理
へ
の
備
え
と
と
も
に
、
質
の

高
い
人
材
の
確
保
に
向
け
た
活
動
を
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
当
た
っ
て
益
々
高
ま
る
で
あ
ろ
う
市
町

と
の
連
係
を
強
固
な
も
の
と
す
る
活
動
や
会
員
、
社

会
に
向
け
て
の
的
確
か
つ
有
用
な
情
報
の
提
供
な
ど
、

引
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
未
だ
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
以

下
の
よ
う
に
25
年
度
事
業
の
要
点
を
掲
げ
、
各
委
員

会
活
動
を
中
心
に
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

[

各
事
業
の
要
点]

１
　
教
員
養
成
研
修
・
研
究
事
業

①
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
各
研
修
の
整

理
・
精
選
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
研
修
履

歴
の
蓄
積
を
確
実
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

②
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
を
外
部
に
発
信
す
る
。
　 

③
免
許
更
新
制
に
つ
い
て
体
制
整
備
を
継
続
し
て
行

う
と
と
も
に
、
大
学
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
　
　

④
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た
小
学
校
や
保

育
所
と
の
連
携
を
強
化
す
る
研
修
・
研
究
を
進
め
る
。

⑤
一
部
の
研
修
、
講
座
に
つ
い
て
、
一
般
へ
の
開
放

を
進
め
る
。（
研
修
委
員
会
）

⑥
幼
稚
園
か
ら
の
情
報
発
信
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。（
Ｉ
Ｔ
小
委
員
会
）

２
　
地
域
子
育
て
支
援
事
業

①
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
権
利
を
地
域
社
会
に
根

付
か
せ
る
た
め
、
子
育
て
フ
ェ
ア
、
子
育
て
支
援
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
子
育
て
支
援
事
業
を
継
続
実
施
す

る
。
　
　

②『
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
こ
ど
も

が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
』
を
展
開
す
る
た
め

に
、「
お
や
こ
ん
ぼ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
事
業
の
一
層
の
理
解
、
普
及
に
努
め
る
。（
地
域

向
上
委
員
会
）

③
地
域
子
育
て
環
境
の
良
質
化
に
寄
与
す
る
活
動
の

推
進
を
図
る
。（
企
画
委
員
会
）

３
　
健
全
経
営
推
進
事
業

①
園
の
健
全
経
営
へ
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
、
経

営
情
報
の
提
供
等
の
事
業
を
実
施
す
る
。

②
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
理
事
長
・
設
置
者

へ
の
経
営
・
教
育
研
修
を
実
施
す
る
。
　（
経
営
委
員

会
）

③
各
園
で
質
の
高
い
教
員
を
確
保
す
る
た
め
、
教
員

養
成
校
と
の
情
報
交
換
会
、
同
校
で
の
説
明
会
へ
の

参
加
、
子
育
て
フ
ェ
ア
等
で
の
各
園
の
説
明
会
（
ガ

イ
ダ
ン
ス
）
の
実
施
を
推
進
す
る
。（
広
報
委
員
会
）

④
園
内
の
危
機
管
理
の
啓
発
と
地
域
防
災
防
犯
組
織

と
の
連
携
を
充
実
し
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
に
向
け
て
の
準
備
を
更
に

推
進
す
る
。（
地
震
及
び
安
全
管
理
小
委
員
会
）

⑤
良
質
な
教
育
環
境
の
確
保
と
安
定
経
営
支
援
の
た

め
、
会
員
に
対
し
て
の
利
子
補
給
制
度
を
行
う
。（
事

務
局
）

４
　
企
画
調
整
事
業

①
県
、
市
町
等
の
動
向
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
27

年
度
に
移
行
開
始
予
定
の
新
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、

調
査
、
研
究
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
幼
稚
園
や
振
興
協
会
の
在
り
方
に
関
す
る
協
議
や

提
案
を
行
う
活
動
を
推
進
す
る
。（
企
画
委
員
会
）

③
主
に
静
私
幼
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
幼
児
教
育
の
意

義
を
広
く
保
護
者
や
地
域
の
人
々
に
広
報
す
る
。（
広

報
委
員
会
）

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
踏
ま
え
、
各

園
、
地
区
、
協
会
か
ら
の
情
報
発

信
の
活
発
化
を
目
指
す
。（
Ｈ
Ｐ

小
委
員
会
）　
　
　

⑤
地
区
内
及
び
地
区
間
の
連
携
を
図

り
、
組
織
力
の
強
化
に
よ
り
県
内

私
立
幼
稚
園
の
振
興
を
図
る
（
地

域
向
上
委
員
会
）

⑥
新
法
人
移
行
後
の
調
整
等
を
行

い
、
円
滑
な
移
行
を
支
援
す
る
。

（
公
益
法
人
制
度
改
革
特
別
委
員

会
）

⑦
本
部
組
織
の
試
案
に
基
づ
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
災

害
発
生
時
に
向
け
て
の
備
え
を
強

化
す
る
。（
災
害
対
策
本
部
）

⑧
教
員
の
資
質
向
上
に
向
け
、
国
内
外
の
先
進
的
な

幼
児
教
育
事
例
を
持
つ
施
設
等
に
お
け
る
研
修
の
企

画
・
調
査
を
行
う
。(

企
画
委
員
会
・
事
務
局)

●
理
事
長
・
設
置
者
、
園
長
等
研
修
会

　
定
時
総
会
に
引
き
続
き
、
午
後
は
「
理
事
長
・
設

置
者
、
園
長
等
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
静
岡
県
私
学
振
興
課
幼
稚
園
班
の
佐
野
正

幸
班
長
が
「
静
岡
県
の
私

学
振
興
と
新
年
度
予
算
」

と
い
う
演
題
で
講
義
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
佐
野
班
長
は
、
先
ず
私

立
幼
稚
園
の
園
児
数
の
減

少
（
10
年
間
で
約
13.9
％
減
）

と
保
育
所
児
童
（
3
歳
〜

5
歳
児
）
の
増
加
（
同
約

9
％
増
）
と
い
う
中
で
201

園
（
約
84
％
）
が
定
員
割

れ
し
て
い
る
と
い
う
私
立
幼

稚
園
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環

境
の
説
明
か
ら
入
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
立
幼
稚
園
の
教

育
条
件
の
維
持
及
び
向
上
等
、

私
学
振
興
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
き
、
経
常

費
補
助
金
は
園
児
一
人
当
た

り
18
万
3,542
円
（
100
円
増
）
を

確
保
し
た
こ
と
、
ま
た
、
退

職
基
金
へ
の
助
成
で
は
前
年

度
よ
り
526
万
円
の
プ
ラ
ス
で

1
億
4,917 

万
円
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
香
川
敬

(

け
い)

会
長
が
「
子
ど
も
・
子
育
て
3
法
へ
の
対
応

と
今
後
の
動
向
、
〜
家
庭
生
活
／
幼
稚
園
教
育
の
見

直
し
〜
」
と
い
う
演
題
で
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
法
は
欠
陥
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
う
時
期
に
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
な
形
で
育

て
て
い
く
か
と
い
う
基
本
理
念
か
ら
も
疑
問
が
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
政
府
等
と
交
渉
、
修
正
の
余
地
が
あ

り
、
今
後
の
幼
稚
園
の
あ
り
方
を
考
え
て
、
幼
児
教

育
の
無
償
化
な
ど
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
同
法

の
問
題
点
と
課
題
を
提
言
し
て
い
く
と
の
全
日
私
幼

連
の
考
え
、
ご
自
身
の
決
意
と
と
も
に
幼
稚
園
教
育

へ
の
熱
い
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
庭
で
は
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食

事
す
る
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
や
、
日
本
の
家

庭
の
例
を
あ
げ
ら
れ
な
が
ら
、
家
庭
を
引
っ
張
る
の

は
幼
稚
園
で
あ
る
こ
と
、
幼
稚
園
は
心
の
ド
ラ
マ
の

生
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
文
化
の
発
信
基
地
で
あ
る
な
ど

の
気
概
を
持
っ
て
の
園
運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
が
字
を
早
く
覚
え
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で
あ

る
か
な
ど
に
関
し
子
ど
も
は
大
好
き
な
友
だ
ち
と
目

一
杯
遊
ぶ
こ
と

(

原
体
験)

が

必
要
で
あ
る
こ

と
や
、
い
じ
め

に
関
し
幼
児
教

育
に
携
わ
る
者

は
自
負
と
反
省

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
外
国
で
は
幼
児
教
育
は
国
家

戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
頂
き
物

を
し
た
場
合
は
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
お
礼
を
丁
寧

に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
絵
本
の
大
切
さ
、
教

員
研
修
は
私
立
幼
稚
園
の
鑑(

鏡)

で
あ
る
こ
と
、
東

日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
全
日
私
幼
連
か
ら
の
義
援

金
贈
呈
の
際
の
佐
藤
福
島
県
知
事
の
感
謝
の
言
葉
、

子
ど
も
達
の
心
と
体
の
た
め
に
大
人
が
気
を
つ
け
て

あ
げ
た
い
「
睡
眠
時
間
は
十
分
足
り
て
い
ま
す
か
」

な
ど
の
7
つ
の
項
目
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
瀧
村
有
子
作
、
鈴
木
永
子
絵
の
絵
本

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
の
朗
読
が
行
わ
れ
て
、
香
川
会
長

の
講
演
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

●
委
員
会
報
告
等

　　
広
報
委
員
会
か
ら
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
協

賛
企
業
の
広
告
掲
載
な
ど
、
研
修
委
員
会
か
ら
は
25

年
度
の
研
修
計
画
、
経
営
委
員
会
か
ら
は
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
会
の
報
告
な
ど
が
、「
遊
び
の
充
実
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
幼
小
連
携
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、
研
修
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

第
60
回

来
賓
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お
や
こ
ん
ぼ
の
『
で
き
た
か
な
カ
ー
ド
』
の

も
う
ひ
と
つ
の
ね
ら
い
は
、
毎
月
カ
ー
ド
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
職
員
が
親
子
で
の
時
間

過
ご
し
方
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
蓄
え
、「
何

を
や
っ
た
ら
い
い
か
な
？
」
と
悩
ん
で
い
る
親

に
「
こ
ん
な
の
ど
う
で
す
か
？
」
と
直
接
話
し

た
り
、
お
便
り
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
こ

と
で
す
。（
参
考
１
）

■
参
考
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
園

で
は
「
お
や
こ
ん
ぼ
や
り
た
い
な
カ
ー
ド
」
を

作
っ
て
前
日
に
子
ど
も
達
に
や
り
た
い
こ
と
を

考
え
て
も
ら
い
、
家
に
帰
っ
て
家
族
と
相
談
す

る
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。（
毎
月
で
は
な
く
、

と
き
ど
き
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
）

 

①
年
長
ク
ラ
ス
で
カ
ー
ド
に
描
い
て
い
ま
す
。

「
ね
え
、
ど
ん
な
こ
と
す
る
？
」

 

②「
か
け
た
よ
！
」

③
み
ん
な
の
前
で
発
表
！
「
私
は
あ
し
た
○
○

を
し
た
い
で
す
！
」

 

④
お
家
の
人
と
話
し
合
っ
た
結
果
を
教
え
て

く
れ
た
お
友
達
も
い
ま
す
。

お
に
い
ち
ゃ
ん
は
、「
サ
ッ
カ
ー
の
靴
を
買
い

に
い
き
た
い
」

お
と
う
さ
ん
は
、

「
ト
ラ
ン
プ
か

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

は
ど
う
？
」

お
か
あ
さ
ん
は
、

「
お
て
つ
だ
い
を

た
く
さ
ん
し
て

ほ
し
い
」

家
族
で
こ
の
話

し
合
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
お
や
こ

ん
ぼ
の
一
環
で
す
ね
。

　
お
や
こ
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
基
本
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ノ
ー
テ
レ
ビ
）
さ
え
押
さ
え
れ

ば
、
あ
と
は
盛
り
上
げ
グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
り
、

手
作
り
し
た
り
し
て
各
園
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
す
。
実
際
、
沼
津
市
内
で
も
各
園
で
い
ろ

ん
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
園
で
も
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
溢
れ
る
お
や
こ
ん
ぼ
を
実
践
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
こ
ん
ど
は
各
園
の
す
ば
ら
し

い
実
践
を
静
岡
県
内
の
園
に
、
そ
し
て
全
国
の

園
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
、「
お
や
こ

ん
ぼ
家
族
」
が
い
っ
ぱ
い
生
ま
れ
る
と
良
い
な

あ
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

原
町
幼
稚
園
　
園
長
　
鶴
谷
主
一
（
沼
津
市
私
立
幼
稚
園
協

会
広
報
＆
お
や
こ
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
）

※

静
私
幼
だ
よ
り
第
166
号
の
お
や
こ
ん
ぼ
前
編
記
事
中
、
お

や
こ
ん
ぼ
実
施
率(

沼
津
私
立
幼
稚
園
2
カ
園)

と
あ
り
ま

す
が
、
正
し
く
は
「
23
園
」
で
す
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

後編

（
参
考
1
）※

園
便
り
の
「
お
や
こ
ん
ぼ
の
ペ
ー
ジ
﹈
原
稿
で
す
。
で
き
た
か
な
カ
ー
ド
を

コ
ピ
ー
し
て
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
ご
紹
介
。
担
当
の
先
生
が
毎
月
制
作
し
て
い
ま
す
。

お
や
こ
ん
ぼ
で
き
た
か
な
カ
ー
ド

お
や
こ
ん
ぼ
や
り
た
い
な
カ
ー
ド
の
原
稿

おやこんぼおやこんぼ
　
平
成
25
年
１
月
21
日（
月
）、
平
成
23
年
４
月

に
開
園
し
た
、藤
枝
市
小
石
川
町
の
、青
島
こ
ど

も
園(

幼
稚
園
部
・
保
育
園
部)

を
訪
問
し
、

お
忙
し
い
中
、
学
校
法
人
大
雄
学
園
伊
藤
正
見

理
事
長
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

★
認
定
こ
ど
も
園
、保
育
園
に
つ
い
て
、い
つ
頃

か
ら
開
園
の
準
備
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
藤
枝
市
内
に
は
公
立
幼
稚
園
は
な
く
私
立
幼

稚
園(

21
園
）の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
担

当
課
と
の
情
報
交
換
は
緊
密
で
し
た
。こ
う
し

た
中
、
藤
枝
市
か
ら
当
法
人
に
開
設
の
打
診
が

あ
り
、
理
事
会
で
こ
ど
も
園
開
設
の
決
定
を
し

て
か
ら
、
開
園
ま
で
２
年
間
の
準
備
が
必
要
で

し
た
。

　
特
に
開
園
の
前
年
度
は
、寄
付
行
為
の
変
更
、

学
内
貸
借
な
ど
で
理
事
会
を
10
回
開
催
し
て
い

ま
す
し
、
保
育
所
の
認
可
や
こ
ど
も
園
の
認
定

申
請
を
す
る
な
ど
、
事
務
手
続
も
多
く
大
変
で

し
た
。

★
保
育
園
建
設
の
た
め
に
必
要
な
土
地
の
手
当

て
や
資
金
面
は
ど
う
で
す
か
。

　
既
存
の
園
舎
と
は
別
に
、
２
階
建
の
建
物
を

幼
稚
園
の
敷
地
内
に
建
て
ま
し
た
。１
階
部
分

が
保
育
園
で
、
２
階
部
分
は
子
育
て
セ
ン
タ
ー

と
預
り
保
育
に
使
用
す
る
幼
稚
園
で
す
。

　
幼
稚
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
少
し
狭
く
な
り
ま

し
た
が
、「
幼
保
連
携
型
」は
幼
児
の
安
全
が
確

保
さ
れ
れ
ば
同
一
敷
地
外
で
も
認
可
さ
れ
ま
す

の
で
、
近
所
の
広
い
土
地
も
借
り
て
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
額
は
１
億
８
千
万
円
余
で
、
う
ち
自
己

資
金
は
約
３
千
万
円
弱
、国
、市
の
補
助
金
が
１

億
３
千
万
円
余
、
残
り
２
千
万
円
は
市
か
ら
の

借
入
金
で
す
。

★
幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

　「
幼
保
連
携
型
」
は
認
可
保
育
所
と
し
て
０

歳
か
ら
５
歳
ま
で
開
設
で
き
ま
す
が
、
当
学
園

で
は
保
護
者
の
方
か
ら
「
３
歳
か
ら
は
幼
稚
園

教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」
と
い
う
声
が
圧
倒
的

に
多
く
、
こ
れ
を
受
け
、
保
育
園(

定
員
30
名)

に
は
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
が
在
園
し
、
３

歳
児
か
ら
は
幼
稚
園(

定
員
285
名)

に
全
員
通

う
点
に
あ
り
ま
す
。

★
保
育
園
の
在
園
児
や
職
員
の
採
用
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
す
か
。

　
保
育
園
で
は
、
現
在
、
０
歳
児
９
名
、
１
歳

児
12
名
、
２
歳
児
16
名
が
在
園
し
て
い
ま
す
。

　
当
法
人
で
市
立
保
育
園
民
営
化
に
よ
り
別
地

に
認
可
保
育
所(

定
員
140
名)

と
し
て
経
営
を

受
託
し
て
お
り
、
受
託
の
際
、
従
前
市
に
雇
わ

れ
て
い
た
臨
時
職
員
の
方
を
法
人
で
雇
用
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
開
園
し
た
保
育
園
の
職
員
11

名
は
受
託
園
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
か
ら
の
人

事
異
動(

経
験
者)

と
新
規
の
採
用
で
ま
か
な

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
は
朝
７
時
か
ら
夜
７
時
ま
で

で
す
の
で
、
職
員
の
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
と
な
り
、
配
慮
も
必
要
で
す
が
、
大
体
１

年
で
学
べ
ま
し
た
。

★
学
校
法
人
で
幼
保
両
方
を

経
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

学
校
法
人
の
会
計
面
で
は
ど

う
で
す
か
。

　
勘
定
科
目
に
お
い
て
も
幼

稚
園
と
保
育
園
は
違
い
ま
す

の
で
、
保
育
園
は
社
会
福
祉

法
人
会
計
で
経
理
し
、
こ
れ

を
会
計
士
の
指
導
を
経
て
学

校
法
人
会
計
に
転
換
す
る
ソ

フ
ト
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

※

同
園
は
藤
枝
駅
の
近
く
で
、

東
海
道
本
線
の
北
側
に
あ
り

ま
す
。
伊
藤
理
事
長
か
ら
「
幼

稚
園
も
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
な
い
と
世
間
の
目
は
厳

し
い
よ
。」
と
の
お
言
葉
も
頂

き
ま
し
た
。
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お
や
こ
ん
ぼ
の
『
で
き
た
か
な
カ
ー
ド
』
の

も
う
ひ
と
つ
の
ね
ら
い
は
、
毎
月
カ
ー
ド
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
職
員
が
親
子
で
の
時
間

過
ご
し
方
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
蓄
え
、「
何

を
や
っ
た
ら
い
い
か
な
？
」
と
悩
ん
で
い
る
親

に
「
こ
ん
な
の
ど
う
で
す
か
？
」
と
直
接
話
し

た
り
、
お
便
り
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
こ

と
で
す
。（
参
考
１
）

■
参
考
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
園

で
は
「
お
や
こ
ん
ぼ
や
り
た
い
な
カ
ー
ド
」
を

作
っ
て
前
日
に
子
ど
も
達
に
や
り
た
い
こ
と
を

考
え
て
も
ら
い
、
家
に
帰
っ
て
家
族
と
相
談
す

る
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。（
毎
月
で
は
な
く
、

と
き
ど
き
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
）

 

①
年
長
ク
ラ
ス
で
カ
ー
ド
に
描
い
て
い
ま
す
。

「
ね
え
、
ど
ん
な
こ
と
す
る
？
」

 

②「
か
け
た
よ
！
」

③
み
ん
な
の
前
で
発
表
！
「
私
は
あ
し
た
○
○

を
し
た
い
で
す
！
」

 

④
お
家
の
人
と
話
し
合
っ
た
結
果
を
教
え
て

く
れ
た
お
友
達
も
い
ま
す
。

お
に
い
ち
ゃ
ん
は
、「
サ
ッ
カ
ー
の
靴
を
買
い

に
い
き
た
い
」

お
と
う
さ
ん
は
、

「
ト
ラ
ン
プ
か

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

は
ど
う
？
」

お
か
あ
さ
ん
は
、

「
お
て
つ
だ
い
を

た
く
さ
ん
し
て

ほ
し
い
」

家
族
で
こ
の
話

し
合
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
お
や
こ

ん
ぼ
の
一
環
で
す
ね
。

　
お
や
こ
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
基
本
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ノ
ー
テ
レ
ビ
）
さ
え
押
さ
え
れ

ば
、
あ
と
は
盛
り
上
げ
グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
り
、

手
作
り
し
た
り
し
て
各
園
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
す
。
実
際
、
沼
津
市
内
で
も
各
園
で
い
ろ

ん
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
園
で
も
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
溢
れ
る
お
や
こ
ん
ぼ
を
実
践
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
こ
ん
ど
は
各
園
の
す
ば
ら
し

い
実
践
を
静
岡
県
内
の
園
に
、
そ
し
て
全
国
の

園
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
、「
お
や
こ

ん
ぼ
家
族
」
が
い
っ
ぱ
い
生
ま
れ
る
と
良
い
な

あ
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

原
町
幼
稚
園
　
園
長
　
鶴
谷
主
一
（
沼
津
市
私
立
幼
稚
園
協

会
広
報
＆
お
や
こ
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
）

※

静
私
幼
だ
よ
り
第
166
号
の
お
や
こ
ん
ぼ
前
編
記
事
中
、
お

や
こ
ん
ぼ
実
施
率(

沼
津
私
立
幼
稚
園
2
カ
園)

と
あ
り
ま

す
が
、
正
し
く
は
「
23
園
」
で
す
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

後編

（
参
考
1
）※

園
便
り
の
「
お
や
こ
ん
ぼ
の
ペ
ー
ジ
﹈
原
稿
で
す
。
で
き
た
か
な
カ
ー
ド
を

コ
ピ
ー
し
て
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
ご
紹
介
。
担
当
の
先
生
が
毎
月
制
作
し
て
い
ま
す
。

お
や
こ
ん
ぼ
で
き
た
か
な
カ
ー
ド

お
や
こ
ん
ぼ
や
り
た
い
な
カ
ー
ド
の
原
稿

おやこんぼおやこんぼ
　
平
成
25
年
１
月
21
日（
月
）、
平
成
23
年
４
月

に
開
園
し
た
、藤
枝
市
小
石
川
町
の
、青
島
こ
ど

も
園(

幼
稚
園
部
・
保
育
園
部)

を
訪
問
し
、

お
忙
し
い
中
、
学
校
法
人
大
雄
学
園
伊
藤
正
見

理
事
長
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

★
認
定
こ
ど
も
園
、保
育
園
に
つ
い
て
、い
つ
頃

か
ら
開
園
の
準
備
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
藤
枝
市
内
に
は
公
立
幼
稚
園
は
な
く
私
立
幼

稚
園(

21
園
）の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
担

当
課
と
の
情
報
交
換
は
緊
密
で
し
た
。こ
う
し

た
中
、
藤
枝
市
か
ら
当
法
人
に
開
設
の
打
診
が

あ
り
、
理
事
会
で
こ
ど
も
園
開
設
の
決
定
を
し

て
か
ら
、
開
園
ま
で
２
年
間
の
準
備
が
必
要
で

し
た
。

　
特
に
開
園
の
前
年
度
は
、寄
付
行
為
の
変
更
、

学
内
貸
借
な
ど
で
理
事
会
を
10
回
開
催
し
て
い

ま
す
し
、
保
育
所
の
認
可
や
こ
ど
も
園
の
認
定

申
請
を
す
る
な
ど
、
事
務
手
続
も
多
く
大
変
で

し
た
。

★
保
育
園
建
設
の
た
め
に
必
要
な
土
地
の
手
当

て
や
資
金
面
は
ど
う
で
す
か
。

　
既
存
の
園
舎
と
は
別
に
、
２
階
建
の
建
物
を

幼
稚
園
の
敷
地
内
に
建
て
ま
し
た
。１
階
部
分

が
保
育
園
で
、
２
階
部
分
は
子
育
て
セ
ン
タ
ー

と
預
り
保
育
に
使
用
す
る
幼
稚
園
で
す
。

　
幼
稚
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
少
し
狭
く
な
り
ま

し
た
が
、「
幼
保
連
携
型
」は
幼
児
の
安
全
が
確

保
さ
れ
れ
ば
同
一
敷
地
外
で
も
認
可
さ
れ
ま
す

の
で
、
近
所
の
広
い
土
地
も
借
り
て
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
額
は
１
億
８
千
万
円
余
で
、
う
ち
自
己

資
金
は
約
３
千
万
円
弱
、国
、市
の
補
助
金
が
１

億
３
千
万
円
余
、
残
り
２
千
万
円
は
市
か
ら
の

借
入
金
で
す
。

★
幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

　「
幼
保
連
携
型
」
は
認
可
保
育
所
と
し
て
０

歳
か
ら
５
歳
ま
で
開
設
で
き
ま
す
が
、
当
学
園

で
は
保
護
者
の
方
か
ら
「
３
歳
か
ら
は
幼
稚
園

教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」
と
い
う
声
が
圧
倒
的

に
多
く
、
こ
れ
を
受
け
、
保
育
園(

定
員
30
名)

に
は
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
が
在
園
し
、
３

歳
児
か
ら
は
幼
稚
園(

定
員
285
名)

に
全
員
通

う
点
に
あ
り
ま
す
。

★
保
育
園
の
在
園
児
や
職
員
の
採
用
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
す
か
。

　
保
育
園
で
は
、
現
在
、
０
歳
児
９
名
、
１
歳

児
12
名
、
２
歳
児
16
名
が
在
園
し
て
い
ま
す
。

　
当
法
人
で
市
立
保
育
園
民
営
化
に
よ
り
別
地

に
認
可
保
育
所(

定
員
140
名)

と
し
て
経
営
を

受
託
し
て
お
り
、
受
託
の
際
、
従
前
市
に
雇
わ

れ
て
い
た
臨
時
職
員
の
方
を
法
人
で
雇
用
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
開
園
し
た
保
育
園
の
職
員
11

名
は
受
託
園
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
か
ら
の
人

事
異
動(

経
験
者)

と
新
規
の
採
用
で
ま
か
な

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
は
朝
７
時
か
ら
夜
７
時
ま
で

で
す
の
で
、
職
員
の
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
と
な
り
、
配
慮
も
必
要
で
す
が
、
大
体
１

年
で
学
べ
ま
し
た
。

★
学
校
法
人
で
幼
保
両
方
を

経
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

学
校
法
人
の
会
計
面
で
は
ど

う
で
す
か
。

　
勘
定
科
目
に
お
い
て
も
幼

稚
園
と
保
育
園
は
違
い
ま
す

の
で
、
保
育
園
は
社
会
福
祉

法
人
会
計
で
経
理
し
、
こ
れ

を
会
計
士
の
指
導
を
経
て
学

校
法
人
会
計
に
転
換
す
る
ソ

フ
ト
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

※

同
園
は
藤
枝
駅
の
近
く
で
、

東
海
道
本
線
の
北
側
に
あ
り

ま
す
。
伊
藤
理
事
長
か
ら
「
幼

稚
園
も
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
な
い
と
世
間
の
目
は
厳

し
い
よ
。」
と
の
お
言
葉
も
頂

き
ま
し
た
。
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た
の
し
い
食
育
の
す
す
め

〜
新
し
い「
幼
稚
園
教
育
要
領
」か
ら
〜

　
第
26
回
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
東
部
地
区
教
育
研
究

大
会
が
、
平
成
25
年
1
月

25
日
に
裾
野
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
大
橋
俊
二
裾
野
市
長
よ
り
「
幼

児
教
育
を
担
う
私
立
幼
稚
園
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。」と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
研
究
発
表
は
、
沼
津
地
区
ル
ン
ビ

ニ
幼
稚
園
の
「
縦
割
り
保
育
で
育
つ
も
の
〜

思
い
や
り
の
心
を
培
う
保
育
を
め
ざ
し
て

〜
」と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
縦
割
り

保
育
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
同
士
の
関
わ
り

方
が
よ
り
積
極
的
に
親
密
に
な
っ
て
い
く
様

子
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。２
番
目
に
は
、

富
士
地
区
す
る
が
幼
稚
園
の
「
楽
器
と
の
ふ

れ
あ
い
と
子
ど
も
の
発
達
〜
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
指
導
か
ら
の
学
び
〜
」
と
い
う
研
究
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
、合
奏
を
通
し
て
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
取
り
組
む
力
や
友
達
と
協
力
し
て
一

つ
の
事
を
や
り
遂
げ
る
力
、ま
た
そ
の
喜
び
を

よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
が
体
験
し
て
い
く
と

い
う
発
達
の
過
程
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。最

後
に
、富
士
宮
地
区
万
野
幼
稚
園
の「
豊
か
な

心
を
持
ち
生
き
生
き
と
遊
ぶ
子
ど
も
を
育
て

る
保
育
〜
年
間
保
育
計
画
の
充
実
と
見
直

し
を
通
し
て
〜
」と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
よ
る

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
年
間
の
保

育
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど
も
達
の
興
味
や
関

心
か
ら
環
境
設
定
や
援
助
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

工
夫
し
な
が
ら
、
保
育
研
究
を
続
け
て
き
た

と
の
こ
と
。「
今
後
も
子
ど
も
が
育
ち
保
育
者

が
育
つ
、よ
り
密
度
の
高
い
保
育
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
の
は
、「
大
石
亜
矢
子
コ

ン
サ
ー
ト
〜
ア
イ
メ
イ
ト
、セ
ロ
シ
ア
と
共
に

〜
」
と
題
す
る
音
楽
会
で
し
た
。ア
イ
メ
イ
ト

（
盲
導
犬
）
の
セ
ロ
シ
ア
と
一
緒
に
登
場
し
た

大
石
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
と
ピ
ア
ノ
演

奏
に
、参
加
者
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
で
始
ま
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、日
本
の
歌
、

ご
自
身
の
作
詞
作
曲
に
よ
る
歌
な
ど
で
、
歌

詞
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
皆
感
動
し
た
様
子

で
し
た
。曲
と
曲
の
間
の
お
話
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
の
つ
ら
か
っ
た
頃
の
思
い

出
に
触
れ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
現
在
が
あ

る
こ
と
の
幸
せ
を
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
と
な
る
沼
津
地

区
地
区
長
の
武
田
義
正
先
生
が
挨
拶
さ
れ
、

今
大
会
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
26
回
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
西
部
地
区
教
育
研
究

大
会
が
、
平
成
25
年
2
月

13
日（
水
）に
浜
松
市
教
育

文
化
会
館
は
ま
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
20
分
よ
り
、
松
下
知
弘
浜
松
地

区
地
区
長
の
開
会
の
辞
に
引
き
続
き
ま
し
て
、

参
加
者
全
員
が
幼
稚
園
賛
歌
を
唱
和
し
、
遠

州
地
区
か
ら
１
園
、
浜
松
地
区
か
ら
２
園
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
遠
州
地
区

掛
川
子
ど
も
園
幼
稚
園
部

「
食
育
に
つ
い
て
」

　
給
食
後
の
残
飯
が
多
い
こ
と
か
ら
悩
ん
だ

こ
と
な
ど
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
園
児
が

よ
く
遊
び
、よ
く
食
べ
れ
ば
、睡
眠
を
取
り
や

す
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、
給
食
の
先

生
、職
員
同
士
、保
護
者
と
の
連
携
や
職
員
の

研
修
、
食
育
計
画
、
年
間
指
導
計
画
が
大
切

で
あ
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
浜
松
地
区

浜
松
学
院
大
学
付
属
幼
稚
園

「
子
ど
も
の
姿
か
ら
発
達
や
心
の
動
き
を
と

ら
え
　
日
々
の
充
実
し
た
保
育
に
つ
な
げ
よ

う
」

　
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
人
観

察
記
録
の
開
始
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。発
達

レ
ベ
ル
へ
の
理
解
を
深
め
、
実
践
の
ま
と
め
と

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
流
れ
、
実
践
報
告
書
の

作
成
、公
開
保
育
の
立
案
、研
究
紀
要
の
ま
と

め
へ
の
実
践
と
過
程
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し

た春
日
幼
稚
園

「
絵
本
〜
絵
本
の
世
界
を
も
っ
と
楽
し
む
た

め
に
〜
」

　
4
冊
の
絵
本
の
中
か
ら
自
分
が
見
た
い
本

を
選
び
、絵
本
に
つ
い
て
学
び
直
し
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。子
ど
も
達
が
自
分
か
ら
絵

本
に
触
れ
る
姿
や
、「
こ
の
本
読
ん
で
」と
い
う

声
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
て
い
る
成
果
や
絵
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
意
欲
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
園
と
も
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
効

果
を
利
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
形
式
で
報
告
し
、

参
加
者
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
修
の
様
子
を
熱
心
に
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　
森
俊
彦
副
理
事
長
か
ら
の
研
究
発
表
へ
の

講
評
と
発
表
者
へ
の
は
げ
ま
し
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。続
い
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
土
屋
朱

帆
先
生
に
よ
る
「
唱
歌
と
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

〜
童
謡
と
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
〜
」を
テ
ー

マ
と
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
唱
歌
と
童
謡
の
違
い
や
子
ど
も
の
う
た
の

ル
ー
ツ
な
ど
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ク
イ

ズ
形
式
で
お
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。ピ

ア
ニ
ス
ト
本
定
佳
子
さ
ん
の
伴
奏
に
合
わ
せ
、

ス
テ
キ
な
歌
声
を
聴
か
せ
て
く
れ
な
が
ら
、

優
し
い
雰
囲
気
の
中
で
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。子
ど
も
の
う
た
の
魅
力
を
再
確
認

し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
歌
う
時
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
も
充

実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
４
時
10
分
、
白
井
祐
子
遠
州
地
区
地

区
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
大
会
は
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

静
岡
県
私
立
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会《
地
区
大
会
》
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た
の
し
い
食
育
の
す
す
め

〜
新
し
い「
幼
稚
園
教
育
要
領
」か
ら
〜

　
第
26
回
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
東
部
地
区
教
育
研
究

大
会
が
、
平
成
25
年
1
月

25
日
に
裾
野
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
大
橋
俊
二
裾
野
市
長
よ
り
「
幼

児
教
育
を
担
う
私
立
幼
稚
園
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。」と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
研
究
発
表
は
、
沼
津
地
区
ル
ン
ビ

ニ
幼
稚
園
の
「
縦
割
り
保
育
で
育
つ
も
の
〜

思
い
や
り
の
心
を
培
う
保
育
を
め
ざ
し
て

〜
」と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
縦
割
り

保
育
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
同
士
の
関
わ
り

方
が
よ
り
積
極
的
に
親
密
に
な
っ
て
い
く
様

子
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。２
番
目
に
は
、

富
士
地
区
す
る
が
幼
稚
園
の
「
楽
器
と
の
ふ

れ
あ
い
と
子
ど
も
の
発
達
〜
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
指
導
か
ら
の
学
び
〜
」
と
い
う
研
究
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
、合
奏
を
通
し
て
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
取
り
組
む
力
や
友
達
と
協
力
し
て
一

つ
の
事
を
や
り
遂
げ
る
力
、ま
た
そ
の
喜
び
を

よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
が
体
験
し
て
い
く
と

い
う
発
達
の
過
程
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。最

後
に
、富
士
宮
地
区
万
野
幼
稚
園
の「
豊
か
な

心
を
持
ち
生
き
生
き
と
遊
ぶ
子
ど
も
を
育
て

る
保
育
〜
年
間
保
育
計
画
の
充
実
と
見
直

し
を
通
し
て
〜
」と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
よ
る

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
年
間
の
保

育
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど
も
達
の
興
味
や
関

心
か
ら
環
境
設
定
や
援
助
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

工
夫
し
な
が
ら
、
保
育
研
究
を
続
け
て
き
た

と
の
こ
と
。「
今
後
も
子
ど
も
が
育
ち
保
育
者

が
育
つ
、よ
り
密
度
の
高
い
保
育
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
の
は
、「
大
石
亜
矢
子
コ

ン
サ
ー
ト
〜
ア
イ
メ
イ
ト
、セ
ロ
シ
ア
と
共
に

〜
」
と
題
す
る
音
楽
会
で
し
た
。ア
イ
メ
イ
ト

（
盲
導
犬
）
の
セ
ロ
シ
ア
と
一
緒
に
登
場
し
た

大
石
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
と
ピ
ア
ノ
演

奏
に
、参
加
者
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
で
始
ま
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、日
本
の
歌
、

ご
自
身
の
作
詞
作
曲
に
よ
る
歌
な
ど
で
、
歌

詞
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
皆
感
動
し
た
様
子

で
し
た
。曲
と
曲
の
間
の
お
話
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
の
つ
ら
か
っ
た
頃
の
思
い

出
に
触
れ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
現
在
が
あ

る
こ
と
の
幸
せ
を
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
と
な
る
沼
津
地

区
地
区
長
の
武
田
義
正
先
生
が
挨
拶
さ
れ
、

今
大
会
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
26
回
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
西
部
地
区
教
育
研
究

大
会
が
、
平
成
25
年
2
月

13
日（
水
）に
浜
松
市
教
育

文
化
会
館
は
ま
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
20
分
よ
り
、
松
下
知
弘
浜
松
地

区
地
区
長
の
開
会
の
辞
に
引
き
続
き
ま
し
て
、

参
加
者
全
員
が
幼
稚
園
賛
歌
を
唱
和
し
、
遠

州
地
区
か
ら
１
園
、
浜
松
地
区
か
ら
２
園
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
遠
州
地
区

掛
川
子
ど
も
園
幼
稚
園
部

「
食
育
に
つ
い
て
」

　
給
食
後
の
残
飯
が
多
い
こ
と
か
ら
悩
ん
だ

こ
と
な
ど
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
園
児
が

よ
く
遊
び
、よ
く
食
べ
れ
ば
、睡
眠
を
取
り
や

す
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、
給
食
の
先

生
、職
員
同
士
、保
護
者
と
の
連
携
や
職
員
の

研
修
、
食
育
計
画
、
年
間
指
導
計
画
が
大
切

で
あ
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
浜
松
地
区

浜
松
学
院
大
学
付
属
幼
稚
園

「
子
ど
も
の
姿
か
ら
発
達
や
心
の
動
き
を
と

ら
え
　
日
々
の
充
実
し
た
保
育
に
つ
な
げ
よ

う
」

　
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
人
観

察
記
録
の
開
始
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。発
達

レ
ベ
ル
へ
の
理
解
を
深
め
、
実
践
の
ま
と
め
と

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
流
れ
、
実
践
報
告
書
の

作
成
、公
開
保
育
の
立
案
、研
究
紀
要
の
ま
と

め
へ
の
実
践
と
過
程
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し

た春
日
幼
稚
園

「
絵
本
〜
絵
本
の
世
界
を
も
っ
と
楽
し
む
た

め
に
〜
」

　
4
冊
の
絵
本
の
中
か
ら
自
分
が
見
た
い
本

を
選
び
、絵
本
に
つ
い
て
学
び
直
し
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。子
ど
も
達
が
自
分
か
ら
絵

本
に
触
れ
る
姿
や
、「
こ
の
本
読
ん
で
」と
い
う

声
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
て
い
る
成
果
や
絵
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
意
欲
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
園
と
も
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
効

果
を
利
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
形
式
で
報
告
し
、

参
加
者
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
修
の
様
子
を
熱
心
に
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　
森
俊
彦
副
理
事
長
か
ら
の
研
究
発
表
へ
の

講
評
と
発
表
者
へ
の
は
げ
ま
し
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。続
い
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
土
屋
朱

帆
先
生
に
よ
る
「
唱
歌
と
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

〜
童
謡
と
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
〜
」を
テ
ー

マ
と
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
唱
歌
と
童
謡
の
違
い
や
子
ど
も
の
う
た
の

ル
ー
ツ
な
ど
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ク
イ

ズ
形
式
で
お
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。ピ

ア
ニ
ス
ト
本
定
佳
子
さ
ん
の
伴
奏
に
合
わ
せ
、

ス
テ
キ
な
歌
声
を
聴
か
せ
て
く
れ
な
が
ら
、

優
し
い
雰
囲
気
の
中
で
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。子
ど
も
の
う
た
の
魅
力
を
再
確
認

し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
歌
う
時
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
も
充

実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
４
時
10
分
、
白
井
祐
子
遠
州
地
区
地

区
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
大
会
は
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

静
岡
県
私
立
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会《
地
区
大
会
》
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前 橋　 明　
早稲田大学 教授 /医学博士

倉敷市立短期大学教授、米国ミズーリー大学客員研究員、米国バーモント
大学客員教授を経て、現在、早稲田大学人間科学学術院教授。
【社会的活動】
インターナショナルすこやかキッズ支援ネットワーク代表、日本幼児体育学
会会長、日本食育学術会議会頭、日本幼少児健康教育学会副会長、日本
レジャー・レクリエーション学会理事

【受賞】
1992年
1998年
2002年
2008年
2008年

米国ミズーリー州カンサスシティー名誉市民賞受賞
日本保育学会研究奨励賞受賞
日本幼少児健康教育学会功労賞受賞
日本幼少児健康教育学会優秀論文賞受賞
日本保育園保健学会保育保健賞受賞

ふ
れ
あ
い
体
操
の

ス
ス
メ

親
子
で
楽
し
む

３
．
親
子
体
操
の
内
容
と
ポ
ス
タ
ー
作
戦

　　
　
親
子
体
操
を
大
切
に
す
れ
ば
、
小
さ
い
頃
か
ら
人

と
ふ
れ
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
が
も
っ
と
も
っ
と
身
に
つ
く

の
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
行
事
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。 

参
観
日
の
と
き
だ
け
で
す

る
の
で
は
、
生
活
化
し
て
い
き
ま
せ
ん
。
小
さ
い
頃
か

ら
親
子
体
操
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
の
体
験
を

し
っ
か
り
も
た
せ
る
こ
と
で
、「
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
」

が
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
よ
り
「
楽
し
い
、
お
も
し
ろ
い
」

と
い
う
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
感
動

体
験
と
し
て
、
心
に
残
る
と
、
大
成
功
で
す
。

　
そ
う
し
な
い
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
時
間
は
、
い

つ
も
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
の
魅
力
に
負
け
て
、
対
物
的
な

活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
人
と
関
わ
る
魅

力
を
感
じ
た
感
動
体
験
を
も
つ
と
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ

　

を
見
て
い
て
も
、
友
だ
ち
が
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」
と

誘
っ
て
き
た
ら
、
人
と
関
わ
る
あ
そ
び
の
お
も
し
ろ
さ

を
知
っ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
友
だ
ち
と
の
あ
そ
び
に
出

て
い
き
ま
す
よ
。
し
か
し
、
今
は
、
ど
う
し
て
も
負
け

て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
、
今
、
親
子
体
操
の
冷
蔵
庫
作
戦
を
全
国
展
開

し
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
作
戦
と
は
、
A
4
判
く
ら
い
の

紙
に
親
子
体
操
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、ポ
ス
タ
ー（
資
料
）

を
作
っ
て
、
そ
れ
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ
て
も
ら
う
の
で
す
。

冷
蔵
庫
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
が
必
ず
開
け
ま
す
。
お

母
さ
ん
も
開
け
ま
す
。
お
父
さ
ん
も
、「
ビ
ー
ル
は
な
い

か
？
」
と
言
い
な
が
ら
開
け
ま
す
。
子
ど
も
が
冷
蔵
庫

に
貼
っ
て
あ
る
親
子
体
操
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、「
お
母

さ
ん
、
こ
れ
を
、
い
っ
し
ょ
に
し
よ
う
よ
！
」
と
い
う
訳

で
す
。
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
な
親
子
体
操
の
メ
ニ
ュ
ー
が

描
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
実
践
し
や
す
い
で
す
。

作
戦
を
立
て
て
、「
イ
ヤ
ー
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
に
は
で

き
な
い
よ
。
僕
は
大
き
く
な
っ
て
重
く
な
っ
た
か
ら
、
お

父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
し
て
も
ら
お
う
ね
。」
と
言

い
な
が
ら
、
お
父
さ
ん
を
う
ま
く
巻
き
込
ん
で
い
き
ま

す
。
お
父
さ
ん
に
も
し
て
も
ら
う
の
も
、
良
い
ア
イ
デ

ア
で
す
。
お
父
さ
ん
の
力
強
さ
や
安
心
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
ト
イ
レ
作
戦
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

便
座
の
前
の
壁
に
貼
っ
て
お
く
の
で
す
。
お
父
さ
ん
が
便

座
に
す
わ
っ
て
前
を
見
る
と
「
お
っ
、
こ
ん
な
あ
そ
び
、

俺
も
小
さ
い
と
き
に
し
て
も
ら
っ
た
な
あ
。
で
も
、
自

分
は
全
然
し
て
や
っ
て
い
な
い
な
あ
。」
等
と
思
い
な
が

ら
見
て
も
ら
い
、
参
考
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。
一
つ
で
も
、

子
ど
も
に
し
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
し

め
た
も
の
で
す
。
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。
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ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
幼
稚
園
教
諭
に
な

り
、
年
少
の
副
担
任
に
な
っ
て
か
ら
も
う

す
ぐ
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
４

月
当
初
は
、
全
て
の
こ
と
が
初
め
て
で
ど

う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
ば

か
り
で
し
た
。
子
ど
も
達
に
「
お
は
よ

う
！
」
と
挨
拶
を
す
る
こ
と
さ
え
緊
張
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
保
育
を
始

め
、
園
外
保
育
や
運
動

会
、
作
品
展
な
ど
様
々

な
行
事
も
経
験
し
ま
し

た
。
前
日
に
ペ
ア
の
先

生
と
打
ち
合
わ
せ
は
す

る
も
の
の
、
い
ざ
行
っ

て
み
る
と
、
不
安
や
焦

り
で
空
回
り
し
て
失
敗

し
て
し
ま
い
、
迷
惑
を

掛
け
て
し
ま
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。思
っ

て
い
た
以
上
に
大
変
で
、

自
分
は
や
っ
て
い
け
る

の
か
、
と
何
度
も
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
を
元
気
付
け
て
く
れ
た
の

は
、
子
ど
も
達
が
作
っ
て
く
る
「
紹
介
」

で
し
た
。
私
の
園
で
は
、
子
ど
も
達
が
家

庭
で
作
っ
た
物
を
「
発
表
」
す
る
時
間
を

設
け
て
い
ま
す
。
毎
日
、
子
ど
も
達
は
折

り
紙
や
絵
な
ど
様
々
な
も
の
を
持
っ
て
来

ま
す
。
そ
し
て
、
発
表
し
終
え
る
と
そ
れ

を
友
達
や
教
師
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
１
学
期
か
ら
ず
っ
と
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
ま
で
本
当
に
た
く
さ
ん
の
「
紹
介
」

を
子
ど
も
達
か
ら
貰
い
ま
し
た
。「
先
生
、

あ
げ
る
！
」
と
そ
れ
を
受
け
取
り
「
上
手

に
作
っ
た
ね
！
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え
る

と
、
ど
の
子
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。
子
ど
も
達
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
本
当
に
私
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ア
の
先
生
を
始
め
、
先
輩
の

先
生
方
も
、
丁
寧
な
ご
指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
辛
い
時

や
困
っ
た
時
な
ど
に

話
を
聞
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
今
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す

が
、
活
動
や
、
園
で

の
生
活
リ
ズ
ム
に
も

慣
れ
て
き
て
、
子
ど

も
達
と
笑
顔
で
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

１
日
の
中
で
、
幼
稚

園
教
諭
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
時

も
増
え
ま
し
た
。

　
３
学
期
に
は
、
大

き
な
行
事
で
あ
る
音

楽
会
が
待
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
音
楽

会
も
初
め
て
な
の
で
と
て
も
不
安
で
す

が
、
成
功
す
る
よ
う
に
私
も
全
力
で
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
今
ま
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
来
ま
し
た
。
経
験
や
失

敗
、
学
び
取
っ
た
知
識
な
ど
を
ひ
と
つ
も

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
に
生
か
せ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
と
毎
日
笑
っ
た
り

喜
ん
だ
り
、
様
々
な
こ
と
を
一
緒
に
感
じ

て
い
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
人
３
年
目
の
冬
。
か
し
わ
く
ぼ
保

育
園
で
２
年
、
平
成
24
年
４
月
新
し
く

な
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
で
の

１
年
目
が
も
う
３
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
保
育
園
を
希
望
し
て
入
っ
た
私
で
す

が
、
認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
幼
稚
園
の
「
教
育
」
と
い
う
部
分
に

対
し
て
は
実
習
以
来
で
試
行
錯
誤
の
毎
日

で
し
た
。
ま
し
て
今
年
初
め
て
の
幼
児
一

人
担
任
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

　
去
年
の
冬
、
園
長
先

生
よ
り
来
年
度
の
ク
ラ

ス
担
任
が
発
表
さ
れ
、

私
は
３
歳
児
こ
す
も
す

３
組
の
担
任
と
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
自
分

の
ク
ラ
ス
。
新
し
く

入
っ
て
来
る
子
や
、
進

級
す
る
子
は
誰
が
私
の

ク
ラ
ス
に
入
る
ん
だ
ろ

う
？
と
わ
く
わ
く
ど
き

ど
き…

！
早
く
子
ど
も

達
の
顔
を
見
た
い
な
と

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、「
３
歳
児
は

最
初
が
大
変
」
と
聞
き
ま
し
た
。
初
め
て

保
護
者
と
離
れ
る
子
た
ち
は
特
に
泣
い
て

し
ま
う
子
が
多
い
と
聞
き
、
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。

　
４
月
。
や
は
り
毎
日
大
苦
戦
で
し
た
。

部
屋
に
行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
入
ら
な

い
子
が
い
た
り
、
ふ
ら
ふ
ら
と
勝
手
に
ど

こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
子
が
い
た
り
、「
マ

マ
〜
!!
」
と
泣
く
子
が
た
く
さ
ん…

。
う

ま
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
子
ど
も

達
に
対
し
、
私
は
怒
っ
て
ば
か
り
。「
な

ん
で
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
」「
ど
う

し
て
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
」
子
ど
も

達
も
き
っ
と
、
な
ん
で
こ
の
人
は
怒
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
を
子
ど
も
達
の
せ

い
に
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
、
少
し
ず
つ
子

ど
も
達
へ
の
接
し
方
を
変
え
て
み
た
り
、

普
段
の
保
育
に
子
ど
も
達

の
興
味
の
あ
る
物
を
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
き
ま
し
た
。
制
作
・
歌
・

集
団
遊
び
・
劇
遊
び
・
ク

ラ
ス
の
コ
ー
ナ
ー
遊
び
な

ど
、
自
分
一
人
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
初
め
て
で
、
本
当

に
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
、

先
輩
の
先
生
方
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

り
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
、
な
ん
と
か
や
っ
て

き
ま
し
た
。
す
る
と
少
し

ず
つ
で
す
が
、
子
ど
も
達
が
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
に
思
え
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
私

に
も
徐
々
に
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
４
月
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

子
ど
も
達
は
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
も
う
す
ぐ
進
級
す
る
ぞ
と
い
う
意
識

も
持
ち
始
め
た
よ
う
で
す
。
嬉
し
さ
反
面
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
さ
も
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
。
残
り
の
時
間
を
子
ど
も
達
と
毎
日
笑

顔
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
幼
稚
園
教
諭
と
な
り
早
14
年
、
昨
年
は

自
分
に
と
っ
て
も
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。

出
産
を
経
験
し
母
と
な
っ
た
事
で
す
。
そ

し
て
初
め
て
の
長
い
お
休
み
、
産
休
を
頂

き
、
そ
の
後
仕
事
復
帰
を
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
自
身
が
こ

の
職
業
を
大
好
き
だ
と
い
う
事
で
す
。
こ

の
14
年
、
振
り
返
り
立
ち
止
ま
っ
て
ゆ
っ

く
り
考
え
る
余
裕
も

無
く
、
日
々
一
生
懸

命
で
あ
っ
と
い
う
間

に
月
日
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

お
休
み
を
頂
い
て
い

る
間
、
子
育
て
に
奮

闘
し
な
が
ら
も
、
ふ

と
幼
稚
園
の
事
が
気

に
な
り
、
ま
た
あ
の

活
気
あ
る
楽
し
い
職

場
に
戻
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　「
幼
稚
園
の
先
生
」
っ
て
、
本
当
に
す

て
き
な
職
業
で
す
。
毎
日
が
同
じ
事
の
繰

り
返
し
で
は
無
く
、
日
々
驚
き
や
発
見
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
一
喜
一
憂

し
、
考
え
悩
み
、
そ
の
先
に
光
が
見
え
た

時
、
大
き
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
に
元
気
や
パ
ワ
ー
を
与
え
て
い
る

つ
も
り
で
い
て
、
も
ら
っ
て
い
る
の
は
い

つ
も
自
分
の
方
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
す
て
き
な
職
業
に
就
け
た
私
は
幸

せ
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　
職
場
に
復
帰
し
た
初
日
、
幼
稚
園
で
子

ど
も
達
を
待
っ
て
い
る
と
、
昨
年
担
任
し

て
い
た
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
が
、「
先
生

お
か
え
り
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
、
成
長

し
た
自
分
を
見
て
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

ひ
と
つ
学
年
が
上
が
っ
た
ク
ラ
ス
バ
ッ
チ

を
誇
ら
し
げ
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
達
に
と
っ
て
先
生
は
、
大
好
き
で
安

心
で
き
る
存
在
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
達
と
共
に
成

長
し
、
そ
ん
な
存
在
で
い

ら
れ
る
よ
う
自
分
の
心
と

身
体
を
健
康
に
保
ち
、
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
改
め
て
気
付

い
た
事
が
も
う
一
つ
。
そ

れ
は
「
感
謝
の
気
持
ち
」

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
事
で
す
。
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
は
思
っ
て
い

た
以
上
に
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
色
々
な
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、
今
こ
う
し
て
働
く
事
が
出
来
て
い
ま

す
。
忙
し
く
て
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た

時
、
こ
う
し
て
働
け
る
事
を
当
た
り
前
と

思
わ
ず
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
職

場
の
皆
様
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

昭
和
幼
稚
園
　
川
邉
　
葵

気
賀
幼
稚
園
　
　
増
田 

裕
美

社
会
人
３
年
目
の
私

認
定
こ
ど
も
園  

あ
ゆ
の
さ
と   

影
山 

槙
子

　『
ど
ん
な
仕
事
も
3
年
は
続
け
な
さ

い
。』
短
大
時
代
、
耳
に
タ
コ
が
出
来
る

程
聞
か
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
憧
れ
の
幼

稚
園
教
諭
と
な
り
、
早
い
も
の
で
3
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
3
年
な
の
だ

ろ
う
か
。
3
年
経
つ
と
、
何
が
見
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
今
は
ま
だ
分
か

り
そ
う
も
な
い
の
で
、
働
き
始
め
て
か
ら

今
ま
で
の
私
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
１
年
目
、
た
だ
ひ
た
す
ら
先
輩
の
先
生

に
つ
い
て
行
こ
う
と
必
死
で
あ
っ
た
。
当

然
、
先
輩
の
先
生
の
よ
う

に
余
裕
を
持
ち
、
先
を
見

通
し
た
保
育
等
出
来
る
は

ず
も
な
い
の
だ
が
、
思
い

描
い
て
い
た
幼
稚
園
教
諭

と
い
う
仕
事
の
理
想
と
現

実
に
戸
惑
う
事
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
何
も
か
も
が
新

鮮
で
、
一
つ
ひ
と
つ
が
全

て
新
た
な
学
び
と
な
っ
て

い
っ
た
。

　
２
年
目
、
初
め
て
ク
ラ

ス
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

子
ど
も
達
が
自
分
の
未
熟
な
保
育
で
楽
し

ん
で
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
感

じ
る
事
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
方

と
の
関
係
に
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
先
輩

の
先
生
に
相
談
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
り
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

日
々
。
時
に
は
失
敗
す
る
事
も
あ
る
が
、

そ
の
頃
か
ら
何
事
も
自
分
の
今
出
来
る
百

パ
ー
セ
ン
ト
の
力
で
臨
む
事
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
自
身
が
百

パ
ー
セ
ン
ト
の
力
で
臨
む
中
で
起
き
た
失

敗
は
、
後
悔
で
は
な
く
学
び
と
し
て
自
分

の
中
に
残
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
だ
。
そ
の
よ
う
に
意
識
し
な
が
ら
保
育

を
行
う
事
で
、
自
分
の
中
で
少
し
ず
つ
余

裕
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
さ
て
、
つ
い
に
3
年
目
。
ま
だ
年
度
が

終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
受
け
持
っ
て
い

る
年
長
さ
ん
が
卒
園
し
た
ら
3
年
目
を
終

え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
今
の
時
点

で
既
に
保
育
の
奥
深
さ
と
子
ど
も
の
魅
力
、

そ
し
て
何
よ
り
こ
の
仕
事
に
お
け
る
や
り

が
い
を
十
分
に
感
じ
て
い
る
自
分

が
い
る
。
ま
だ
３
年
は
経
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
何
と
な
く
答
え
が

見
つ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
様
々
な
事
を
経
験
し
て
い

く
中
で
、
保
育
の
難
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
何
よ
り
も
楽
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど

も
達
と
共
に
過
ご
す
日
々
の
中
で
、

彼
ら
の
成
長
を
一
番
近
く
で
感
じ
る

事
も
出
来
た
。
毎
日
の
保
育
活
動

や
様
々
な
行
事
等
、
ち
密
な
計
画

に
基
づ
い
て
準
備
を
し
、
環
境
を
整
え
る
。

す
る
と
、
こ
ち
ら
が
提
供
し
た
分
よ
り
も

子
ど
も
達
は
た
く
さ
ん
の
事
を
返
し
て
く
れ

る
。
子
ど
も
達
の
パ
ワ
ー
に
驚
か
さ
れ
た
り
、

何
度
も
感
動
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
毎

日
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
一
緒
に
い
る
と

わ
く
わ
く
す
る
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
職

業
で
あ
る
と
改
め
て
気
付
く
。

　
私
な
り
に
答
え
は
見
つ
か
っ
た
。
3
年

と
は
言
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
幼
稚
園
教
諭

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

3
年
目
を
迎
え
て

上
野
幼
稚
園

芝
田 

沙
織

大
切
に
思
う
こ
と
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ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
幼
稚
園
教
諭
に
な

り
、
年
少
の
副
担
任
に
な
っ
て
か
ら
も
う

す
ぐ
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
４

月
当
初
は
、
全
て
の
こ
と
が
初
め
て
で
ど

う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
ば

か
り
で
し
た
。
子
ど
も
達
に
「
お
は
よ

う
！
」
と
挨
拶
を
す
る
こ
と
さ
え
緊
張
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
保
育
を
始

め
、
園
外
保
育
や
運
動

会
、
作
品
展
な
ど
様
々

な
行
事
も
経
験
し
ま
し

た
。
前
日
に
ペ
ア
の
先

生
と
打
ち
合
わ
せ
は
す

る
も
の
の
、
い
ざ
行
っ

て
み
る
と
、
不
安
や
焦

り
で
空
回
り
し
て
失
敗

し
て
し
ま
い
、
迷
惑
を

掛
け
て
し
ま
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。思
っ

て
い
た
以
上
に
大
変
で
、

自
分
は
や
っ
て
い
け
る

の
か
、
と
何
度
も
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
を
元
気
付
け
て
く
れ
た
の

は
、
子
ど
も
達
が
作
っ
て
く
る
「
紹
介
」

で
し
た
。
私
の
園
で
は
、
子
ど
も
達
が
家

庭
で
作
っ
た
物
を
「
発
表
」
す
る
時
間
を

設
け
て
い
ま
す
。
毎
日
、
子
ど
も
達
は
折

り
紙
や
絵
な
ど
様
々
な
も
の
を
持
っ
て
来

ま
す
。
そ
し
て
、
発
表
し
終
え
る
と
そ
れ

を
友
達
や
教
師
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
１
学
期
か
ら
ず
っ
と
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
ま
で
本
当
に
た
く
さ
ん
の
「
紹
介
」

を
子
ど
も
達
か
ら
貰
い
ま
し
た
。「
先
生
、

あ
げ
る
！
」
と
そ
れ
を
受
け
取
り
「
上
手

に
作
っ
た
ね
！
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え
る

と
、
ど
の
子
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。
子
ど
も
達
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
本
当
に
私
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ア
の
先
生
を
始
め
、
先
輩
の

先
生
方
も
、
丁
寧
な
ご
指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
辛
い
時

や
困
っ
た
時
な
ど
に

話
を
聞
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
今
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す

が
、
活
動
や
、
園
で

の
生
活
リ
ズ
ム
に
も

慣
れ
て
き
て
、
子
ど

も
達
と
笑
顔
で
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

１
日
の
中
で
、
幼
稚

園
教
諭
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
時

も
増
え
ま
し
た
。

　
３
学
期
に
は
、
大

き
な
行
事
で
あ
る
音

楽
会
が
待
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
音
楽

会
も
初
め
て
な
の
で
と
て
も
不
安
で
す

が
、
成
功
す
る
よ
う
に
私
も
全
力
で
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
今
ま
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
来
ま
し
た
。
経
験
や
失

敗
、
学
び
取
っ
た
知
識
な
ど
を
ひ
と
つ
も

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
に
生
か
せ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
と
毎
日
笑
っ
た
り

喜
ん
だ
り
、
様
々
な
こ
と
を
一
緒
に
感
じ

て
い
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
人
３
年
目
の
冬
。
か
し
わ
く
ぼ
保

育
園
で
２
年
、
平
成
24
年
４
月
新
し
く

な
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
で
の

１
年
目
が
も
う
３
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
保
育
園
を
希
望
し
て
入
っ
た
私
で
す

が
、
認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
幼
稚
園
の
「
教
育
」
と
い
う
部
分
に

対
し
て
は
実
習
以
来
で
試
行
錯
誤
の
毎
日

で
し
た
。
ま
し
て
今
年
初
め
て
の
幼
児
一

人
担
任
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

　
去
年
の
冬
、
園
長
先

生
よ
り
来
年
度
の
ク
ラ

ス
担
任
が
発
表
さ
れ
、

私
は
３
歳
児
こ
す
も
す

３
組
の
担
任
と
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
自
分

の
ク
ラ
ス
。
新
し
く

入
っ
て
来
る
子
や
、
進

級
す
る
子
は
誰
が
私
の

ク
ラ
ス
に
入
る
ん
だ
ろ

う
？
と
わ
く
わ
く
ど
き

ど
き…

！
早
く
子
ど
も

達
の
顔
を
見
た
い
な
と

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、「
３
歳
児
は

最
初
が
大
変
」
と
聞
き
ま
し
た
。
初
め
て

保
護
者
と
離
れ
る
子
た
ち
は
特
に
泣
い
て

し
ま
う
子
が
多
い
と
聞
き
、
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。

　
４
月
。
や
は
り
毎
日
大
苦
戦
で
し
た
。

部
屋
に
行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
入
ら
な

い
子
が
い
た
り
、
ふ
ら
ふ
ら
と
勝
手
に
ど

こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
子
が
い
た
り
、「
マ

マ
〜
!!
」
と
泣
く
子
が
た
く
さ
ん…

。
う

ま
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
子
ど
も

達
に
対
し
、
私
は
怒
っ
て
ば
か
り
。「
な

ん
で
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
」「
ど
う

し
て
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
」
子
ど
も

達
も
き
っ
と
、
な
ん
で
こ
の
人
は
怒
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
を
子
ど
も
達
の
せ

い
に
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
、
少
し
ず
つ
子

ど
も
達
へ
の
接
し
方
を
変
え
て
み
た
り
、

普
段
の
保
育
に
子
ど
も
達

の
興
味
の
あ
る
物
を
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
き
ま
し
た
。
制
作
・
歌
・

集
団
遊
び
・
劇
遊
び
・
ク

ラ
ス
の
コ
ー
ナ
ー
遊
び
な

ど
、
自
分
一
人
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
初
め
て
で
、
本
当

に
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
、

先
輩
の
先
生
方
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

り
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
、
な
ん
と
か
や
っ
て

き
ま
し
た
。
す
る
と
少
し

ず
つ
で
す
が
、
子
ど
も
達
が
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
に
思
え
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
私

に
も
徐
々
に
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
４
月
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

子
ど
も
達
は
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
も
う
す
ぐ
進
級
す
る
ぞ
と
い
う
意
識

も
持
ち
始
め
た
よ
う
で
す
。
嬉
し
さ
反
面
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
さ
も
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
。
残
り
の
時
間
を
子
ど
も
達
と
毎
日
笑

顔
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
幼
稚
園
教
諭
と
な
り
早
14
年
、
昨
年
は

自
分
に
と
っ
て
も
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。

出
産
を
経
験
し
母
と
な
っ
た
事
で
す
。
そ

し
て
初
め
て
の
長
い
お
休
み
、
産
休
を
頂

き
、
そ
の
後
仕
事
復
帰
を
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
自
身
が
こ

の
職
業
を
大
好
き
だ
と
い
う
事
で
す
。
こ

の
14
年
、
振
り
返
り
立
ち
止
ま
っ
て
ゆ
っ

く
り
考
え
る
余
裕
も

無
く
、
日
々
一
生
懸

命
で
あ
っ
と
い
う
間

に
月
日
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

お
休
み
を
頂
い
て
い

る
間
、
子
育
て
に
奮

闘
し
な
が
ら
も
、
ふ

と
幼
稚
園
の
事
が
気

に
な
り
、
ま
た
あ
の

活
気
あ
る
楽
し
い
職

場
に
戻
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　「
幼
稚
園
の
先
生
」
っ
て
、
本
当
に
す

て
き
な
職
業
で
す
。
毎
日
が
同
じ
事
の
繰

り
返
し
で
は
無
く
、
日
々
驚
き
や
発
見
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
一
喜
一
憂

し
、
考
え
悩
み
、
そ
の
先
に
光
が
見
え
た

時
、
大
き
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
に
元
気
や
パ
ワ
ー
を
与
え
て
い
る

つ
も
り
で
い
て
、
も
ら
っ
て
い
る
の
は
い

つ
も
自
分
の
方
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
す
て
き
な
職
業
に
就
け
た
私
は
幸

せ
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　
職
場
に
復
帰
し
た
初
日
、
幼
稚
園
で
子

ど
も
達
を
待
っ
て
い
る
と
、
昨
年
担
任
し

て
い
た
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
が
、「
先
生

お
か
え
り
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
、
成
長

し
た
自
分
を
見
て
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

ひ
と
つ
学
年
が
上
が
っ
た
ク
ラ
ス
バ
ッ
チ

を
誇
ら
し
げ
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
達
に
と
っ
て
先
生
は
、
大
好
き
で
安

心
で
き
る
存
在
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
達
と
共
に
成

長
し
、
そ
ん
な
存
在
で
い

ら
れ
る
よ
う
自
分
の
心
と

身
体
を
健
康
に
保
ち
、
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
改
め
て
気
付

い
た
事
が
も
う
一
つ
。
そ

れ
は
「
感
謝
の
気
持
ち
」

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
事
で
す
。
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
は
思
っ
て
い

た
以
上
に
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
色
々
な
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、
今
こ
う
し
て
働
く
事
が
出
来
て
い
ま

す
。
忙
し
く
て
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た

時
、
こ
う
し
て
働
け
る
事
を
当
た
り
前
と

思
わ
ず
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
職

場
の
皆
様
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

昭
和
幼
稚
園
　
川
邉
　
葵

気
賀
幼
稚
園
　
　
増
田 

裕
美

社
会
人
３
年
目
の
私

認
定
こ
ど
も
園  

あ
ゆ
の
さ
と   

影
山 

槙
子

　『
ど
ん
な
仕
事
も
3
年
は
続
け
な
さ

い
。』
短
大
時
代
、
耳
に
タ
コ
が
出
来
る

程
聞
か
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
憧
れ
の
幼

稚
園
教
諭
と
な
り
、
早
い
も
の
で
3
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
3
年
な
の
だ

ろ
う
か
。
3
年
経
つ
と
、
何
が
見
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
今
は
ま
だ
分
か

り
そ
う
も
な
い
の
で
、
働
き
始
め
て
か
ら

今
ま
で
の
私
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
１
年
目
、
た
だ
ひ
た
す
ら
先
輩
の
先
生

に
つ
い
て
行
こ
う
と
必
死
で
あ
っ
た
。
当

然
、
先
輩
の
先
生
の
よ
う

に
余
裕
を
持
ち
、
先
を
見

通
し
た
保
育
等
出
来
る
は

ず
も
な
い
の
だ
が
、
思
い

描
い
て
い
た
幼
稚
園
教
諭

と
い
う
仕
事
の
理
想
と
現

実
に
戸
惑
う
事
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
何
も
か
も
が
新

鮮
で
、
一
つ
ひ
と
つ
が
全

て
新
た
な
学
び
と
な
っ
て

い
っ
た
。

　
２
年
目
、
初
め
て
ク
ラ

ス
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

子
ど
も
達
が
自
分
の
未
熟
な
保
育
で
楽
し

ん
で
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
感

じ
る
事
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
方

と
の
関
係
に
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
先
輩

の
先
生
に
相
談
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
り
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

日
々
。
時
に
は
失
敗
す
る
事
も
あ
る
が
、

そ
の
頃
か
ら
何
事
も
自
分
の
今
出
来
る
百

パ
ー
セ
ン
ト
の
力
で
臨
む
事
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
自
身
が
百

パ
ー
セ
ン
ト
の
力
で
臨
む
中
で
起
き
た
失

敗
は
、
後
悔
で
は
な
く
学
び
と
し
て
自
分

の
中
に
残
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
だ
。
そ
の
よ
う
に
意
識
し
な
が
ら
保
育

を
行
う
事
で
、
自
分
の
中
で
少
し
ず
つ
余

裕
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
さ
て
、
つ
い
に
3
年
目
。
ま
だ
年
度
が

終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
受
け
持
っ
て
い

る
年
長
さ
ん
が
卒
園
し
た
ら
3
年
目
を
終

え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
今
の
時
点

で
既
に
保
育
の
奥
深
さ
と
子
ど
も
の
魅
力
、

そ
し
て
何
よ
り
こ
の
仕
事
に
お
け
る
や
り

が
い
を
十
分
に
感
じ
て
い
る
自
分

が
い
る
。
ま
だ
３
年
は
経
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
何
と
な
く
答
え
が

見
つ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
様
々
な
事
を
経
験
し
て
い

く
中
で
、
保
育
の
難
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
何
よ
り
も
楽
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど

も
達
と
共
に
過
ご
す
日
々
の
中
で
、

彼
ら
の
成
長
を
一
番
近
く
で
感
じ
る

事
も
出
来
た
。
毎
日
の
保
育
活
動

や
様
々
な
行
事
等
、
ち
密
な
計
画

に
基
づ
い
て
準
備
を
し
、
環
境
を
整
え
る
。

す
る
と
、
こ
ち
ら
が
提
供
し
た
分
よ
り
も

子
ど
も
達
は
た
く
さ
ん
の
事
を
返
し
て
く
れ

る
。
子
ど
も
達
の
パ
ワ
ー
に
驚
か
さ
れ
た
り
、

何
度
も
感
動
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
毎

日
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
一
緒
に
い
る
と

わ
く
わ
く
す
る
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
職

業
で
あ
る
と
改
め
て
気
付
く
。

　
私
な
り
に
答
え
は
見
つ
か
っ
た
。
3
年

と
は
言
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
幼
稚
園
教
諭

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

3
年
目
を
迎
え
て

上
野
幼
稚
園

芝
田 

沙
織

大
切
に
思
う
こ
と
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＊カラを破ったたまごにいちゃん
の成長の日々

＊たまごにいちゃんの謎が今、解
き明かされる！

＊いじわるからすがまだたまごの
中だった頃…

＊あまえんぼうのたまごねえちゃ
ん、妹のための奮闘記

＊伝説のたまごにいちゃんに憧れ
るなかよし３人組

＊たまごにいちゃんは、たまごの
中で驚異的に進化中！

＊ぺんぎんのたまごにいちゃんは
おかあさんが大好き！

＊あひるのたまごねえちゃんは丸
いものがお気に入り♪

＊わがままたまごねえちゃんと優
しいパパのおはなし

＊とっても快適！弟と一緒にた
まご生活！

＊金色の殻のスペシャルなたまご
にいちゃんは…

＊記念すべきたまごにいちゃん＊記念すべきたまごにいちゃん
デビュー作

＊きょうりゅうのたまごにいちゃ
んはちょっとお調子者で…

あきやまただし あきやまただし 作絵
27×22cm　各28頁27×22cm　各28頁

各巻定価¥1,260各巻定価¥1,260（本体¥1,200）（本体¥1,200）

「大きくなるって、ちょっぴりこわい。」そんな子ども達の心を、なか
なかたまごのカラを出たがらないたまごにいちゃんやたまごねえちゃ
んに託して、シリーズ化された絵本です。それでも、彼らは最後には
見事にカラを破って巣立っていきます。ほんとうは成長していくって
ステキなことだよと、子どもたちにエールを贈っているのです。

最新刊
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鈴
木 

竜
司

静
岡
学
園
幼
稚
園
父
母
の
会
会
長

人
は
城 

人
は
石
垣 

人
は
堀

井
出 

裕
介

す
る
が
幼
稚
園
後
援
会
会
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
活
動
を

　
　
　
振
り
返
る
に
あ
た
り

 

　「
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人
は
堀
、
情
け
は

味
方
仇
は
敵
な
り
」

　
こ
れ
は
、
か
の
有
名
な
戦
国
武
将
で
あ
る

武
田
信
玄
の
戦
略
や
戦
術
を
記
し
た
軍
学
書

『
甲
陽
軍
鑑
』
に
あ
る
言
葉
で
す
。意
味
と
し

て
は
、
信
頼
で
き
る
人
の
集
ま
り
は
、
堅
城
に

匹
敵
し
、情
け
が
人
を
繋
ぎ
と
め
、お
の
ず
と

国
を
栄
え
さ
せ
る
が
、

仇
を
増
や
せ
ば
国
は

滅
び
て
し
ま
う
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
戦
国
最
強
軍
団
と

呼
ば
れ
て
い
た
信
玄

率
い
る
武
田
軍
で
す

が
、不
思
議
な
こ
と
に

巨
大
な
城
は
築
か
ず

に
、躑
躅
ヶ
崎
館
と
い

う
先
代
が
築
い
た
小

さ
な
館
を
拠
点
と
し

て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

信
玄
の
姿
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、こ
の
言
葉
に

は
と
て
も
重
み
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
裏
切
る
事
な
ど
当
た

り
前
の
戦
国
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
生
き
る

信
玄
が
、人
か
ら
多
く
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。ま
ず
信
玄
は
積
極
的

に
人
に
話
し
か
け
た
そ
う
で
す
。そ
れ
は
相
手

に
信
頼
し
て
ほ
し
い
な
ら
、
自
分
か
ら
先
に

相
手
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た

考
え
か
ら
だ
そ
う
で
あ
り
、
時
に
は
頭
を
下

げ
、人
を
信
じ
よ
う
と
心
掛
け
た
結
果
、戦
国

最
強
の
武
田
軍
団
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
は
、現
代
の
集
団
生
活
や
会
社
内
、家

庭
内
に
お
け
る
人
間
関
係
に
お
い
て
も
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。先
生
が
生
徒

を
信
じ
る
、社
長
が
社
員
を
信
じ
る
、親
が
子

を
信
じ
る
、親
が
先
生
を
信
じ
る
、そ
う
し
た

信
頼
関
係
が
構
築
で
き
れ
ば
、き
っ
と
お
互
い

が
温
か
い
気
持
ち
や
思
い
や
り
の
心
が
生
じ

て
、昨
今
世
間
を
賑

や
か
せ
て
い
る
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
も

減
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
は
メ
ー
ル

社
会
で
す
。近
く
に

い
る
の
に
携
帯
メ
ー

ル
で
や
り
取
り
し

て
い
る
人
達
の
姿

を
よ
く
見
ま
す
が
、

メ
ー
ル
の
文
章
だ

け
で
は
、
そ
の
人
の

心
の
温
か
さ
ま
で

は
分
か
ら
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

今
一
度
原
点
に
立
ち

返
り
、信
玄
の
如
く
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
を
し

て
、
よ
り
良
い
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
は
、
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
誰
に

も
負
け
な
い
立
派
な
城
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
20
年
4
月
、
現
在
小
学
2
年
生
の
長
女

が
入
園
を
し
た
の
を
機
に
、
現
在
ま
で
後
援
会

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。地
元
で
30
年
以
上
お

囃
子
を
行
っ
て
お
り
、
普
段
か
ら
小
中
学
生
の

指
導
を
手
掛
け
て
い
る
関
係
上
、
自
然
と
子
ど

も
達
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。も
と
も

と
子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す

ね
。一
方
で
、
幼
稚
園
児
と
の
関
わ
り
と
な
る
と

今
ま
で
な
か
な
か
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
は
じ
め
は
私
が
保

護
者
の
代
表
と
い
う
事

に
ピ
ン
と
来
な
い
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
園
長

先
生
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
せ

て
頂
く
中
で
、
園
の
事

に
つ
い
て
や
幼
児
期
の

教
育
の
あ
り
方
や
重

要
性
を
認
識
さ
せ
て

頂
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
、
保
護

者
の
皆
様
と
も
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、普
段
の

園
生
活
や
気
づ
い
た
事
や
園
へ
の
要
望
な
ど
を

聞
き
、
そ
れ
ら
を
保
護
者
の
代
表
と
し
て
園
長

先
生
に
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
園
に
お
い
て
も
様
々
な
園
児
と
触
れ
合
い
さ

せ
て
頂
き
、私
が
来
る
と
興
味
津
々
の
様
で
み
ん

な
元
気
に
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。そ
し
て
各
行

事
で
は
元
気
よ
く
、
力
一
杯
活
動
し
て
い
る
園
児

の
姿
が
大
変
微
笑
ま
し
い
で
す
。ま
た
我
が
子
に

お
い
て
も
私
が
行
事
の
度
に
前
に
出
て
お
話
を

す
る
機
会
を
頂
い
て
い
る
の
で
大
変
喜
ん
で
く

れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
会
長
職
の
5
年
目
で
あ
り
、
同
時
に

富
士
地
区
私
立
幼
稚
園
P
T
A
連
合
会
の
会
長

も
仰
せ
つ
か
り
私
を
含
め
富
士
市
17
園
の
会
長

達
と
活
動
を
共
に
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
繋
が
り

も
楽
し
く
、
特
色
の
あ
る
会
長
会
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。本
年
、
会
長
と
し
て
会
を
取
り

仕
切
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
会
長
同
士
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
有

意
義
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　
私
は
本
年
1
月
よ
り

社
団
法
人
富
士
青
年

会
議
所
の
理
事
長
に
就

任
し
、
将
来
の
地
域
を

担
っ
て
い
く
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
目
の
高
さ
」

を
常
に
心
掛
け
、
子
ど

も
達
が
安
全
・
安
心

に
外
で
遊
べ
る
社
会
を

創
る
べ
く
活
動
に
邁
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。青
空
広
が

る
未
来
を
目
指
し
、

我
々
大
人
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
、子
ど
も
達
の
心
身
の
育
成
を
支
え
て
い
く
、

そ
の
よ
う
な
社
会
構
築
を
是
非
作
っ
て
い
き
た

い
と
改
め
て
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

12



健康随想
4

子どもの歯

歯並びの話
サイトウ歯科

院長   齋 藤 滋 子

　
今
回
は
む
し
歯
の
次
に
相
談
事
の
多
い

歯
並
び
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
生
後
6
ヶ
月

頃
か
ら
下
顎
の
前
歯
が
生
え
て
き
ま
す
。そ

の
前
歯
が
ね
じ
れ
て
い
た
り
、
重
な
っ
て
い

た
り
と
、
き
れ
い
に
並
ば
な
い
こ
と
が
多

く
、
親
た
ち
を
や
き
も
き
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
前
歯
だ
け
生
え
て
い
る
こ
ろ

は
、ま
だ
咬
合
が
不
安
定
で
、し
か
も
本
人

が
ジ
ッ
と
し
て
い
る
事
は
難
し
い
の
で
、
よ

ほ
ど
の
異
常
が
な
け
れ
ば
、1
歳
6
ヶ
月
検

診
ま
で
経
過
観
察
し
ま
す
。

　
1
歳
6
ヶ
月
検
診
の
頃
は
、ち
ょ
う
ど
離

乳
が
完
了
す
る
時
期
で
す
が
、
ま
だ
奥
歯

が
生
え
そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
で
、
舌
や
顎
の

癖
で
、
反
対
咬
合
や
左
右
の
ず
れ
が
現
れ

る
事
が
あ
り
ま
す
。奥
歯
が
生
え
る
に
つ
れ

て
咬
合
が
安
定
し
、自
然
に
治
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、癖
が
不
正
咬
合
を
導
い
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
は
必
要
で

す
。ま
た
、
指
し
ゃ
ぶ
り
や
お
し
ゃ
ぶ
り
の

影
響
で
、
上
の
前
歯
が
と
び
だ
し
て
き
た

り
、
下
の
前
歯
が
内
側
に
入
っ
て
き
た
り
す

る
不
正
も
少
し
ず
つ
現
れ
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ど
ち
ら
も
や
め
さ
せ
る
の
は
大

変
で
す
が
、
お
し
ゃ
ぶ
り
は
2
歳
に
な
る
頃

に
は
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。指
し
ゃ
ぶ
り
は
4
歳
頃

ま
で
に
や
め
れ
ば
、
顎
の
骨
へ
の
影
響
は
少

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
3
歳
の
頃
に
な
る
と
第
二
乳
臼
歯
も
生

え
、
乳
歯
の
咬
合
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。顎

や
顔
の
骨
も
成
長
し
ま
す
の
で
、歯
と
歯
の

間
に
空
隙
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。逆

に
歯
が
重
な
り
合
っ
て
い
た
り（
叢
生
）、
下

顎
前
歯
が
外
に
出
る（
反
対
咬
合
）や
、
指

し
ゃ
ぶ
り
等
で
上
の
前
歯
が
極
端
に
外
に

出
る（
上
顎
前
突
）や
咬
ん
だ
時
上
下
の
前

歯
が
離
れ
る
（
開
口
）
な
ど
が
は
っ
き
り
現

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
注
意
が
必
要
で

す
。あ
わ
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最

近
は
、
永
久
歯
が
う
ま
く
生
え
変
わ
れ
る

よ
う
、
乳
歯
列
の
時
期
に
早
期
の
矯
正
的

処
置
を
施
し
て
顎
の
骨
の
発
育
を
促
す
と

い
う
考
え
の
治
療
も
あ
り
ま
す
の
で
、経
過

観
察
で
心
配
な
方
は
歯
科
医
に
相
談
さ
れ

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
４
〜
５
歳
の
頃
は
乳
歯
列
が
安
定
し
、

奥
歯
で
何
で
も
か
め
る
時
期
で
す
。歯
ぎ
し

り
が
原
因
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
か
み
癖

等
で
部
分
的
に
歯
が
磨
耗
し
、
左
右
の
ず

れ
が
生
じ
た
状
態
で
か
む
不
正
、（
交
叉
咬

合
）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。一

見
き
れ
い
な
歯
並
び
に
み
え
て
も
、
か
み
合

わ
さ
せ
る
と
上
下
の
中
心
が
ず
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。顔
の
発
育
や
永
久
歯
に
も
影

響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
は
や
め
の

歯
科
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。家
庭
で
は

食
事
時
の
姿
勢
や
か
み
癖
、
座
り
方
等
に

も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
６
歳
前
後
に
は
前
歯
が
生
え
変
わ
っ
た

り
、第
二
乳
臼
歯
の
後
に
第
一
大
臼
歯
が
生

え
て
き
た
り
と
変
化
が
は
じ
ま
り
ま
す
。乳

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
抜
け
ず
に
、永
久
歯
が

内
側
な
ど
に
は
え
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合

は
、歯
科
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
永
久
歯

に
生
え
変
わ
っ
て
い
く
間
に
不
正
な
箇
所

が
自
然
に
正
常
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
異
常
が
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
場
合
は

矯
正
の
対
象
と
な
り
ま
す
。正
常
咬
合
と

言
わ
れ
て

い
る
状
態

の
写
真
と

代
表
的
な

不
正
咬
合

の
写
真
を

紹
介
し
ま

す
。参
考
に

し
て
く
だ

さ
い
。

　
第
５
回
「
街
ぶ
ら
り
」
は
、

心
の
癒
し
を
テ
ー
マ
に
静
岡
市

の
日
本
平
周
辺
を
散
策
し
ま
し

た
。

◆
旧
エ
ン
バ
ー
ソ
ン
住
宅

　
カ
ナ
ダ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の

た
め
来
日
し
た
エ
ン
バ
ー
ソ
ン
師
の

自
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
、
暖
炉
な
ど

明
治
時
代
の
質
素
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。

◆
日
本
平
動
物
園

　
手
の
届
き
そ
う
な
距
離
で
、
愛
ら
し
い

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
が
様
々
な
角
度
か
ら
見
ら

れ
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
館
」
は
早
く
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

猛
獣
館
で
は
、
プ
ー
ル
へ
ダ
イ
ブ
す
る
ホ
ッ

キ
ョ
ク
グ
マ(

ロ
ッ
シ
ー
君)

を
真
近
に
見

ら
れ
、
大
人
気

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
多
額
の
費
用

を
か
け
て
、
大

人
で
も
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
施

設
の
整
備
が
進

み
、
今
年
４
月
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
す
。
夜
だ
か
ら
こ
そ

見
ら
れ
る
肉
食
獣
な
ど

の
迫
力
あ
る
姿
を
見
ら

れ
る
「
ナ
イ
ト
ズ
ー
」

も
実
施
す
る
そ
う
で
す

よ
。

◆
日
本
平
ホ
テ
ル

　「
風
景
美
術
館
」
と
し
て
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
、
昨
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
２
万
坪
の
敷
地
の
中
に
、
雄
大
な
富
士

山
や
清
水
の
街
と
港
、
駿
河
湾
の
眺
望
を

引
き
立
て
る
、
自
然
の
石
や
水
を
配
し
た

庭
が
印
象
的
で
す
。

　
天
然
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
セ
レ
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル(

チ
ャ
ペ
ル
と
神
殿)

で
は
富
士

山
が
真
正
面
に
見
ら
れ
、
刻
一
刻
と
変
わ

る
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　
テ
ラ
ス
ラ
ン
チ
は
お
手
頃
価
格
で
す
が
、

小
さ
な
ケ
ー
キ
の
バ
イ
キ
ン
グ
も
あ
り
、
予

約
が
必
要
で
す
が
、女
性
客
で
一
杯
で
し
た
。

◆
東
海
大
学
海
洋
科
学
博
物
館

　
日
本
平
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
清
水
エ

ス
パ
ル
ス
の
本
拠
地「
日
本
平
ス
タ
ジ
ア
ム
」

を
眺
め
な
が
ら
清
水
区
三
保
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　
入
館
す
る
と
、
高
さ
６
ｍ
の
海
洋
水
槽

が
あ
り
、
見
る
位
置
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
の
海
、

海
草
の
海
、
岩
礁
の
海
な
ど
の
海
中
景
観

が
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ゲ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
ゆ
っ
た

り
と
動
く
ク
ラ
ゲ
に
癒
さ
れ
ま
す
。

　
同
博
物
館
の
敷
地
に
隣
接
し
て
「
ハ
ー
バ

ル
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
あ
り
ま
す
。

　
清
水
の
海
と
三
保
の
松
原
に
囲
ま
れ
、

富
士
山
も
望
め
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
雨
で
も

大
丈
夫
な
炊
事
施
設
や
芝
生
ひ
ろ
ば
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
サ
ー
ク
ル
な
ど
フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
三
保
の

自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
お
昼
は
日
本

平
ホ
テ
ル
の
テ
ラ

ス
ラ
ン
チ
に
し
ま

し
た
が
、
ケ
ー

キ
を
食
べ
た
せ
い

か
お
腹
一
杯
で
し

た
。

ぶら
り街 広

報
委
員
の
取
材
ペ
ー
ジ

静
岡

ぶ
ら
り

5

■ 斎藤滋子先生には 5回シリーズで「こどもの歯」について御執筆をお願いしています。このページで、先生への御質問や取り上げていただきたいテーマ等がある方

は振興協会事務局へメール、又はＦＡＸ等で是非お寄せください。（アドレス等は巻末に記載） みなさんのおすすめの場所やお店があったら広報委員までお知らせください

日
本
平
周
辺

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

正常咬合

叢生

反対咬合

上顎前突

開口

交叉咬合

過蓋咬合

位置異常

第２大臼歯の交叉
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。
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ヶ
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の
前
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前
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じ
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て
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っ
て
い
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た
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を
や
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も
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こ
と
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な
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の
で
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前
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だ
け
生
え
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こ
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だ
咬
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で
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も
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。
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が
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の
で
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や
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の
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で
、
反
対
咬
合
や
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の
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が
現
れ

る
事
が
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歯
が
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え
る
に
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れ

て
咬
合
が
安
定
し
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然
に
治
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
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が
不
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を
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い
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し
ま

う
こ
と
も
あ
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す
の
で
注
意
は
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要
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た
、
指
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や
お
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り
の
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で
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の
前
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が
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だ
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現
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で
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え
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の
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の
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成
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の
で
、歯
と
歯
の
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に
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で
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に
歯
が
重
な
り
合
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叢
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出
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出
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あ
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。
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期
で
す
。歯
ぎ
し

り
が
原
因
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
か
み
癖

等
で
部
分
的
に
歯
が
磨
耗
し
、
左
右
の
ず

れ
が
生
じ
た
状
態
で
か
む
不
正
、（
交
叉
咬

合
）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。一

見
き
れ
い
な
歯
並
び
に
み
え
て
も
、
か
み
合

わ
さ
せ
る
と
上
下
の
中
心
が
ず
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。顔
の
発
育
や
永
久
歯
に
も
影

響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
は
や
め
の

歯
科
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。家
庭
で
は

食
事
時
の
姿
勢
や
か
み
癖
、
座
り
方
等
に

も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
６
歳
前
後
に
は
前
歯
が
生
え
変
わ
っ
た

り
、第
二
乳
臼
歯
の
後
に
第
一
大
臼
歯
が
生

え
て
き
た
り
と
変
化
が
は
じ
ま
り
ま
す
。乳

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
抜
け
ず
に
、永
久
歯
が

内
側
な
ど
に
は
え
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合

は
、歯
科
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
永
久
歯

に
生
え
変
わ
っ
て
い
く
間
に
不
正
な
箇
所

が
自
然
に
正
常
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
異
常
が
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
場
合
は

矯
正
の
対
象
と
な
り
ま
す
。正
常
咬
合
と

言
わ
れ
て

い
る
状
態

の
写
真
と

代
表
的
な

不
正
咬
合

の
写
真
を

紹
介
し
ま

す
。参
考
に

し
て
く
だ

さ
い
。

　
第
５
回
「
街
ぶ
ら
り
」
は
、

心
の
癒
し
を
テ
ー
マ
に
静
岡
市

の
日
本
平
周
辺
を
散
策
し
ま
し

た
。

◆
旧
エ
ン
バ
ー
ソ
ン
住
宅

　
カ
ナ
ダ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の

た
め
来
日
し
た
エ
ン
バ
ー
ソ
ン
師
の

自
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
、
暖
炉
な
ど

明
治
時
代
の
質
素
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。

◆
日
本
平
動
物
園

　
手
の
届
き
そ
う
な
距
離
で
、
愛
ら
し
い

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
が
様
々
な
角
度
か
ら
見
ら

れ
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
館
」
は
早
く
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

猛
獣
館
で
は
、
プ
ー
ル
へ
ダ
イ
ブ
す
る
ホ
ッ

キ
ョ
ク
グ
マ(

ロ
ッ
シ
ー
君)

を
真
近
に
見

ら
れ
、
大
人
気

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
多
額
の
費
用

を
か
け
て
、
大

人
で
も
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
施

設
の
整
備
が
進

み
、
今
年
４
月
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
す
。
夜
だ
か
ら
こ
そ

見
ら
れ
る
肉
食
獣
な
ど

の
迫
力
あ
る
姿
を
見
ら

れ
る
「
ナ
イ
ト
ズ
ー
」

も
実
施
す
る
そ
う
で
す

よ
。

◆
日
本
平
ホ
テ
ル

　「
風
景
美
術
館
」
と
し
て
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
、
昨
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
２
万
坪
の
敷
地
の
中
に
、
雄
大
な
富
士

山
や
清
水
の
街
と
港
、
駿
河
湾
の
眺
望
を

引
き
立
て
る
、
自
然
の
石
や
水
を
配
し
た

庭
が
印
象
的
で
す
。

　
天
然
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
セ
レ
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル(

チ
ャ
ペ
ル
と
神
殿)

で
は
富
士

山
が
真
正
面
に
見
ら
れ
、
刻
一
刻
と
変
わ

る
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　
テ
ラ
ス
ラ
ン
チ
は
お
手
頃
価
格
で
す
が
、

小
さ
な
ケ
ー
キ
の
バ
イ
キ
ン
グ
も
あ
り
、
予

約
が
必
要
で
す
が
、女
性
客
で
一
杯
で
し
た
。

◆
東
海
大
学
海
洋
科
学
博
物
館

　
日
本
平
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
清
水
エ

ス
パ
ル
ス
の
本
拠
地「
日
本
平
ス
タ
ジ
ア
ム
」

を
眺
め
な
が
ら
清
水
区
三
保
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　
入
館
す
る
と
、
高
さ
６
ｍ
の
海
洋
水
槽

が
あ
り
、
見
る
位
置
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
の
海
、

海
草
の
海
、
岩
礁
の
海
な
ど
の
海
中
景
観

が
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ゲ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
ゆ
っ
た

り
と
動
く
ク
ラ
ゲ
に
癒
さ
れ
ま
す
。

　
同
博
物
館
の
敷
地
に
隣
接
し
て
「
ハ
ー
バ

ル
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
あ
り
ま
す
。

　
清
水
の
海
と
三
保
の
松
原
に
囲
ま
れ
、

富
士
山
も
望
め
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
雨
で
も

大
丈
夫
な
炊
事
施
設
や
芝
生
ひ
ろ
ば
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
サ
ー
ク
ル
な
ど
フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
三
保
の

自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
お
昼
は
日
本

平
ホ
テ
ル
の
テ
ラ

ス
ラ
ン
チ
に
し
ま

し
た
が
、
ケ
ー

キ
を
食
べ
た
せ
い

か
お
腹
一
杯
で
し

た
。

ぶら
り街 広

報
委
員
の
取
材
ペ
ー
ジ

静
岡

ぶ
ら
り

5

■ 斎藤滋子先生には 5回シリーズで「こどもの歯」について御執筆をお願いしています。このページで、先生への御質問や取り上げていただきたいテーマ等がある方

は振興協会事務局へメール、又はＦＡＸ等で是非お寄せください。（アドレス等は巻末に記載） みなさんのおすすめの場所やお店があったら広報委員までお知らせください

日
本
平
周
辺

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

正常咬合

叢生

反対咬合

上顎前突

開口

交叉咬合

過蓋咬合

位置異常

第２大臼歯の交叉
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● 総会・研修報告
● おやこんぼ（後編）
● 認定こども園訪問
● 教育研究大会
● 特集『親子で楽しむふれあい体操のススメ』（その2）/前橋 明
● 絵本を見る目/鈴木出版
● 街ぶらり/静岡市・日本平周辺のレポート
● 健康随想（第4回）歯並びの話/齋藤滋子

只今全国展開中

静
私
幼
だ
よ
り

NO.
2013.03.15

167

（表紙写真／横内幼稚園）

　今年度最後の静私幼だよりになりましたので、編集を担当してい
る広報委員のメンバーを紹介します。委員長の座光寺先生は強面
なのに、取材に行くと一番興奮し、なんにでも無邪気に反応して面
白がっている。後藤先生は柔らかい大人の雰囲気で広報の知恵袋。
相原先生は母のようにみんなのことを見守る。佐藤先生は細やか
なチェックを入れる。石川先生はみんなとは違った目線のアイデア
を出す。イケメン足立先生はスマートな発言とIT担当。梶山先生は

発
行
人
／
相
田
芳
久

編
集
人
／
座
光
寺
　
明

　
　
　
　
広
報
委
員
会

発
行
所
／
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

〒
420-0853　
静
岡
市
葵
区
追
手
町
9番
26号

静
岡
県
私
学
会
館
内

TE
L.054(254)6820・

FA
X
.(255)3694

http://w
w
w
.shizushiyou.or.jp/

E
 m
ail: offi

ce@
shizushiyou.or.jp

印
刷
／（
株
）三
創
　
レ
イ
ア
ウト・イ

ラ
スト
／
村
松
麗
子

このＱＲコードを携帯電話の
「ＱＲコードリーダー」で読み込
めば、協会HPの携帯サイトに
そのままアクセスできます。

【編集後記】 スニーカーでアクティブに取材する。山田先生は宴会部長で盛り上
げ上手。小関先生はまじめにコツコツ粘り強い。そして、異端の飛び
道具である私。と個性派ぞろいです。このスタッフで「皆さんが少し
でも心を動かす内容のものを」と毎回考えて編集しています。皆様
も良いアイデアがありましたら、広報委員までお知らせください。最
後まで読んでいただきありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　 追分幼稚園　田村都弥

スーパーカーはかっこ
いいね‼

トンネルの中から「こんにちわ」
はやくつれないかなあ

そこ！そこ！そのひもをつまんでごらん

よ～し！
ラストスパートだ

～‼ 
う～ん！
つきたておもちはおいしい‼ 

おには～そと‼おなかのなかからでてきたぞ！ 

アルプス1万尺♪あれっ？一緒になっちゃった！

みて～‼じぶんたちだけでつくったよ！

ゆきだ！ゆきだ！おちばのゆきだー♪ゆきだ！ゆきだ！おちばばのゆきだ ♪


